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フランソワ・ペルーの経済思想
日仏経済学会ビユルタン

第11号目次
1

岡山隆

（早稲田大学）

I

<フランソワ・ペルー教授追悼記念号＞

1987年6月3日に、なにげなく日本経済新聞をいつものように眺めていると、「仏経済学者ペルー氏死去」

という報道が掲載されていた。1951年にパリ大学で、ペルー教授の講義をきいた思い出と共に、また一方で

は、私の心に大きな空白ができてしまったように感じた。

その全文はつぎのものであった。

「フランスの経済学者フランソワ・ペルー氏が2日パリで死去した。83才。リヨン生れ。コレージュ・ド・

マリステで学び、1928～37年リヨン大学、35～55年パリ大学教授を務め、44年に応用経済科学研究所（後

に応用数学経済科学研究所）を創設、雑誌「経済と社会」を発刊、ドイツの経済学者シュンベーターの経済学を

発展させ、“ペルー学派”を築いた。

ペルー経済学は社会の構造的分析を特徴とし、権力関係など経済における非経済的要因の役割を重視し、第三

世界の経済学者にも大きな影響を与えた。

著書には「シユンペーターの経済思想」（35年）、「20世紀の経済」（61年）、「経済進歩の一般理論」

（56～57年）などがある。（共同）

(ﾆｴﾆ.ツセー）
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一経済学者の遍歴一かれはいかなる道を選んだか？

フランソワ・ペルーの「構造」概念に関する一考察

仏・技術輸入関数と対仏・対米輸入関数と経済政策
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この記事でほぼFran9oisPerrouxフランソワ・ペルー教授の全貌が記されているし、小さい写真も入っ

ていた。朝日、読売、毎日の各新聞も、同じ共同通信社をニュース源としているためほぼ同一のものが掲峨され

ていた。この記事のうち、コレージユ・ド・マリステというのは正確には、リヨン(Lyon)にあるColl6ge

desMaristes(コレージユ・デ・マリスト）のことであり、カトリックの修道会が事業としてもっているミッ

ション・スクールである。彼はこの高等学校で学んでからリヨン大学の文学部で哲学を、法学部で経済学を修得

している。そして、経済学の大学教授資格試験に合格(Agreg6)されて、リヨン大学法学部の経済学教授を

皮切りに教授職を続けられた。パリ大学法学部経済学、博士課程の経済学、パリ政治学院(Institutd'

6tudespolitiquesdeParis)通称「シアンス・ポ」で経済学を1946～52年まで講義をされた。さらに

1955年からはEcolepratiqnedeshautes6tudes(高等研究学校）のDirecteurd'6tudes(研究指導

教授）をされた。この学校は大学院の研修課程に相当する演習（ゼミ）形成の授業を行っている。そして、遂

に、フランスにおける最高学府である「コレージユ・ド・フランス」Coll6gedeFranceの「経済分析」

という講座の教授として1955～76年まで講義を.されておられた。

1903年12月19日に生まれ、83才の生涯のうち48年間教員をされていた。
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(日仏経済学会会則）・・…………・……………・……．．…・・・…………． 1944年に応用経済科学研究所を創設すると同時に、初代の所長となり、雑誌「EconomieAppliqu6e」を

発行されている。この雑誌はフランス語、ドイツ語、英語、イタリア語などで論文を掲載し、フランス語の要約

を付けている学術雑誌であり、時に特輯を組んだりして、世界的な経済学の水準を向上させるのに貢献してい

る。また経済分析における数学の役割に注目し、社会科学のための数学を理学部数学科を出た新進の研究者を集

めて研究させていた。世界の著名な経済学者がこの研究所を訪れ、その折にセミナーも開催された。こうして、

応用数学経済科学研究所という名称になったのである。またロンドンに研究所の分室を設けて、ケインズ経済学

のフランスへの紹介を始めとして、アングロサクソンの経済学との交流に努められてもいた。

研究所といえば、教育特権も合わせもったInstitutd'&tudesetded6veloppement6conomiqueet

social(経済・社会開発研究所）所長を1960～69年までされ、ここに「新興国」第3世界の学徒、研究者が

97

(日仏経済学会会員名簿-1988年6月末現在）…………・………．…．．……．．．．
98
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集まり、経済成長、経済援助、国際協調などの研究活動のセンターが形成され、これを指導されてもいた。
さらに、セネガルの首都にInstitutdescience6conomiquedeDakar(ダカール経済科学研究所）を

'

1961年に創立された。

Giard,1926」を出されてからパリ大学に移られた。その頃、ヨーロッパは第2次大戦の開戦が迫っていた。
'

「資本主義と労働の共同体」CapitalismeetCommunauteduTravailが1938年に翌1939年に「資本主義の技

術LaT6chniqueducapitalesme」出版され、続いて第2次大戦の真只中に「サンジカリズムと資本主義」、

大著「価値Lavaleur」が1943年に発表されている。資本主義、共同体、サンジカリズムというキー．ワード

は、全生涯を通じての中心テーマとなっている。それは、学説史・思想史・哲学的なフランス社会主義の研究に

裏打ちされている。ペルー教授の研究室で、サンーシモン全集を見た時、私はこのことを知った。また、カトリ

シズムとくにドミニコ会および聖ドミニコの影響を受けておられた。資本主義は多くの欠陥を持つものとしなが

らも、これを評価し、活用すべきものでもあると見ている。資本主義には、生産システム、分配システム、制度

的側面が一体となっており、一面、経済進歩は不平等ないし格差のなかで、これらを通して実行される。資本主

義そのものもまた変化しつつある過度的な歴史現実として把握されている。こうした見解には、ペルー教授が大

いに影響を受けたシユンペーターJ,Schumpeterの「経済発展の理論」の仏訳の序文として書かれた長編の
〃’ 〃 ′

「LapenseeeconomiquedeJosephSchumpeter｣(1935)および"LapenseeeconomiquedeJoseph

Schmpeter･lesdynamiquesducapitalisme,''Daroz,Geneve,1956などに資本主義の革新、その担い手であ

る企業者、その手段となる信用、投資、貯蓄の分析が加えられている。それに加えて、“全面的な勤学”〃、の展

開として、経済要因に隣接している諸要因、情報、依存効果そして影響力の非対称性から生ずる“支配効果

l'effetdedomination"へと分析手法を拡大させながらも、シユンベーターへの深い敬愛を示している。

その後、「資本主義Lecapitalisme(1948)」という小冊子にペルーの資本主義研究が濃縮されている。

フランス政府の依嘱で、イギリスをはじめとする国民経済計算、国民所得の研究についてはすでにのべたが、

ケインズKeynesをフランスの学会に紹介すると共に、批判を加えていった。国民所得の分析と同時に戦後

フランス経済の再建、ないしヨーロッパ経済の復興のために行われた「マーシャル・プランあるいは世界にとっ

て必要なヨーロッパLePlanMarshalloul'Europenecessaireaumonde｣(1948)と「第4次フランス

経済計画LelVePlanfran?ais｣(1963)、「経済計画の数量手法lestecmiquesquantitativesdele

planification｣(1965)を研究および分析の対象とされてもいる。またマーシヤル．プランからの延長ともい

えるし、ペルーのなかにみられた共同体の思想との関連で、「ヨーロッパ共同体」「涯てしなきヨーロッパ

L'Europesansrivages｣(1954)が生まれた。そこでは、経済よりも、政治ないし社会的要因を重視して

おり、極力「開かれた共同体」という視点から6カ国のヨーロッパ共同体を批判している。

さて、経済のめざすもの経済進歩ないし経済成長に関しても精力的な現状の分析と理論の提案を行っている。

「経済進歩の理論laTh6rieduprogr@s6conomique」および「経済進歩の一般理論lathcorieg6n6rale

duprogrbsbconomiqueduprogreseconomique」三分冊(1957)がある。経済進歩のなかに「向上ないし改善」と「時間」の「二

要素が相互に結合」して、社会学的な側面つまり教育、健康、文化に波及していくことを明らかにしている。

leprogreseconomique｣(1968)ダ「経済進歩leprogreseconomique」（1968）もこうした延長線上にある。

1960年代はフランスの旧海外領が独立をしていった。この少し前から、東西の‘‘鉄のカーテン”といわれた

“冷たい戦争”が次第に“デタント”を迎えてきた。この時期に発行されたのが「平和的共存la

Coexistencepacifique｣(1958)であり、共存の可能性を追求した大著2巻であった。独立を漢得した新し

い国々の経済的発展を願いつつ旧来の経済関係を分析し、平和の構築を模索するのが「新興諸国の経済一工業化

と国民国家の集団-L'6comomiedesjeunesnations,Industrialisationetgroupementdesnations」

（1962）である。

ここで、小さい著書で、哲学入門叢書に入っている「経済と社会一拘束、交換、贈与-Economieet

Soci6t6-contrainte,6chnge,don-」(1960)をとりあげよう。まず、古典派のミル、マルクス、そして

ワルラス、パレートの理論を批判的に最検討を加え、経済関係を交換の象に限るのは狭ますぎるとして経済財と

して拘束と贈与を取り上げている。均衡理論から成長、そして環境問題にも及んでいる。

1960年に598ページの大著「20世紀の経済L'6conomieduXXesi6cle」が登場する。ここにはペルー教授

公務として、フランス政府から、イギリスで、国民所得計画の手法を研究するように命じられたのが1945年
であり、この折に、ロンドンに「応用経済科学研究所」の分室を考え櫛想されたし、この調査研究はLe
Revenunational,soncalculetsignification"国民所得､その計算とその意義"(1947)、そしてし＝
comptesdelanation"国民経済勘定”．(1949)の著作となっている。大蔵省の調査方法に関する小委員会の‘
委員長をされ（1952年）、また｢経済社会審議会」LeConseil6conomiqueetsocialの審議員を1959から
69年まで10年にわたって勤められた。

学会関係では、Int9rnetiona!AssociationforResearch!,!ncomeondWealthとI'InStitut
･internationalde:statistique(国際統計学会）の理事をされ、国民所得審議会comitesuperieurde〃 ’

rebvenunationalにも属しておられた。

学士院Academie関係では．､･フランス海外領科学学士院I'Acad6miedessciencesd'outre-mer(1964年
から）さらにイタリアの「トリノ科学学士院I'Acad6miedessiencesdeTurin」の外国人会員でもあ
り、BritishAcademyさらに南米ウルグアイ共和国の「経済学士院I'Acad6mienationaled'6conomie〃

deMontevideo」の通信会員でもあった"'f.d=｣rires･scienceset3ftgh｡､dFM;「ブラッセル科学．文芸王立学士院I，Acad6mileroyaledeslettres,sciencesetartsdeBruxelles」の外国人準会員、スペインの「パロセロナ王立学
士院I，AEAcad6mioroyaledeeafo=Eh;」の会員と、ラテンの国々を中心として学術の面で高い評価を受けている。
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しかし、シユンベーターの追悼で雷かれている言葉だが、この言葉つまり「苦行僧のような」というのが、ペ

ルー教授ご自身にもそのままてはまるように私には思えるのです。

が練ってきた多くの経済分析の手法が集大成されている。前述してきたものの他に、経済空間、経済成長の極な

いし拠点、支配というもののなかに含まれる経済政策ないし経済計画の調整能力とL､うものが組みこまれた構造

分析の手法が呈示されている。この20世紀の経済という対象は、1966年から67年に渡って出版された3巻の

「20世紀の企業と経済l'Entrepriseetl'EcomomieduXXesi&cle」でより一層現実のそして多くのケース

の分析を行っている。20世紀の経済の主役とも云える企業、巨大企業、多国籍企業を取り扱いもしている。ユネ

スコの出版として、1962年には「科学計画と経済・社会開発計画の統合l'int6grationduplan
Scientifiqueetdud6veloppementCconomiqueetsocial」がある。

1960年代に、経済・社会開発研究所の所長をしておられた。そこの研究所に多くの第三世界の学徒を迎えら
れていた。彼らとの接触を通して、経済成長、経済・社会開発、第三世界問題を分析され、従属学派や周辺経済
分析にもきわめて多くの影響を与えておられる。その時期の著作を列挙すると、「国家の独立Ind6pendance
delanation」、「国民経済の“独立”と国家間の相互依存"Ind&pendance"de!6conomienationale
interdependancedesnations｣(1969)がある。ここでは括孤付きの独立に注目しよう。世界経済構造ない
し世界経済体制のなかでそれぞれの国家経済は異質性を保ちうるのか、あるいは独自の経済構造が溶解していっ
てしまうのかを中心課題としている。拡大EC問題も文化面での独立性を保てるのかと分析している。こうした
分析の延長は「インフレ、ドル、ユーロダラInflation,dollar,Euro-dollar」で〉金融ことに国際金融と投
資を取り扱っている。「国民経済の独立と国家の独立ind6,endancedo!'6conomionationar"
ind6pendancedesnations｣(1974)もこのなかに入れてよい。

フランス社会主義とカトリシズムの強くみられる研究は「産業と集団的創造Industrieetcr6ation
collective｣(1964)「パンと言葉lePainetlaParole｣(1969)がある。

弁証法手法の社会科学面への適用を目指した「疎外と産業社会#IMionetSoci6t6industrlell｡」
があり、「権力と経済PouvoiretEconomie｣(1973年）「大衆と階級M§sseetClasse」（1972年)そし
て「新たな開発の哲学をめざしてpourunephilosophiedunouveaudeveloPPement｣(1982年）があ
る。この著書の標題を眺めただけでも、ペルー教授が経済分析において取りあげた中心的課題の手がかりと拡が
りを知ることができる。

1951年にパリ大学の教室でペルー教授から突然質問され、私の乏しい語学力と学才で何を答えたか良くわか
らなかったが、先生は「どこで学び、どこの国から来たのか」と尋ねられた。「日本です」と答えたら、授業の
終りに「私の研究所へ一度来なさい」と云われた。

研究所（応用経済科学研究所）をおとずれると、所長室で迎えて下さり、机の上の一枚のクリスマス．カード
を示された。それは、N・H・K・会長の古垣鉄太郎氏からのものであった。「毎年、一番早く受け取るクリスマ
ス・カードが古垣さんからのものです」と微笑された。古垣氏とはリヨン大学での友人とのことであった。そし
て「日本からの学生がフランスに来たら、この研究所に紹介して下さい」とも付け加えられた。堀川マリさん、
堀ﾉ!,|士郎氏をはじめ、経済を学ぶ日本人が訪ねることになったのである。

先生は、他のパ･リ大学教授が当時黒いガウンを着用して講義をされているのに、紺の背広に、白い水玉模様の
紺の蝶ネクタイで講壇に登られ、精力的に激しい語調の難しい講義であった。

ご家庭は病気がちだった奥様とのお2人でお子様がなかったし、1950年代の終りから次第に難聴になられ、
しかもそれが進行していって、恵まれた私生活ではなかったようだった。しかし、きわめて暖かい人柄であっ
た｡､

こうした生涯であったが、フランスでは時にノーベル経済学賞の候補にあげられたこともあった。しかしな
がらフランス・アカデミーの会員に選出されることがなかったのは、一面きわめて厳しい所のあったためかも知
れない。
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（早稲田大学）

1987年6月2日、フランソワ・ペルー教授はパリで亡くなった。享年83歳であった。フランスのみならず、

世界の経済学界の巨星墜つとの感を拭いがたい。日本でもペルーの警咳に接し、またその薫陶を受けた人びとの

数は少ない数ではない。そこで、日仏経済学会では、"BULLETIN"の本11号を、ペルー教授追悼記念の特集
号とすることにした。

ペルーの経済学は、フランス経済学の最良の3つの流れを汲んでいる。一つは、英米新古典派の定量的な分

析にたぃする社会の構造的分析の流れである。第二は、クルノーの数理経済学に発する数学の経済学への応用の

流れである。そして第三は、サンシモンら初期社会主義者にはじまる理想主義的な経済学の流れである。

現代フランスを代表する経済学者は？と聞かれると私の頭にはすぐ何人かの親しい交遊関係をもつ人びとの顔

が浮かんでくる。新古典派のアンリ・ギトン、未来論のジヤン・フーラスチエ、人口学のアルフレド・ソー

ヴイ、経済理論のマルシヤル兄弟（ジヤンとアンドレ）らの長老組から、未来論のジャック・ルスルヌ、さらに

はミッテラン大統領の顧問クリスチャン・ソテールやジャック・アタリのような若手にいたるまで。しかしフラ

ンスの経済学の流れを総合的に表現する学者というと、やはりペルーに指を屈したのものである。知的好奇心が

さまざまな分野にわたり、つねに新しいものをとりこもうとするユマニスト的社会科学者であること、厳密なデ

カルト的分析的手法を駆使すること、数学を用いてもそれが数学の遊戯に堕することなく人間と人間社会の本質

を見きわめようとする姿勢をつらぬいていること、そしてその理論的影響力の大きさからいって、ペルーはたん

にフランスのみならず、当代一流の世界的経済学者として、自他ともに許していた。しかし、その理論体系はき

わめて大きくフランス的香気につつまれていたということができる。

ペルーはもともとはドイツの経済学者のシユンペーターの影響がつよい。大陸的な（英米普遍主義に対抗する

意味での）経済学の伝統に立つ人である。1950年代にいち早く、応用経済科学研究所(InstitutdeScience

EconomieAppliquee-ISEA,70年代に応用数理経済学研究所InstitutdeSciencesMathematiqueset
′ ﾉ ’′

EconomieAppliquee-ISMEAと改称）を設立し、雑誌"EconomieAppliquee""EconomiesetSociCtes"な

どを発刊し、かたわら高等学術研究院(EcolePratiquedesHautesEtudes-EP肥）、次いで．.レージユ・

ド．フランスで教鞭をとり、ペルー学派を築いた。わたくしは1964～66年にEPHEで、ペルー教授のセミ

ナーに出席したが、講義の題名は“今日のサンシモン主義-Lesaint-simonismed'aujourd'hui"で、集

団的革新の思想と方法を論じたものであり（注)、そのときは講義の主題の重要性がよく理解できなかったが、

68年の学生革命に遭遇するに及んで、はじめてサンシモン主義の思想的重要性に思い至り、教授の先見の明に

舌を巻いたものだった。ペルー教授は耳が遠いので、いつも補聴器をつけておられた。学生の言うことにはあま

り耳をかさず（じっさい聞こえないのかもしれない）、「耳の遠いのは大学者の条件ではなかろうか」などと悪

童仲間で職き合ったものである。

ペルーの経済学的な貢献は、さきに挙げた3つの流れの中でもとりわけ第一の、社会の構造的な把握の面に
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ある。すなわち彼は、たんなる国民総生産(PNB)の増加としての経済成長(croissanceeconomique)か
ノ ノ

ら経済発展(developpementeconomique)を区分して、経済発展の条件をさく･った。経済発展は、経済成長

のみならず自ら制度の交代を生象出すような精神的・社会的変化の総体である。賛本主浅的発展は､、シユンペー
〃

ターのいうような新結合(innovations)と同時に、経済活動当事者問の支配一被支配(dominant-domine)

関係、すなわち不平等性からも生じる。この関係が「権力」(lepouvoir)関係であり、ペルーは従来、「非

経済的要因」と象なされてきた権力要因をも理論モデルにとり入れないかぎり、ケインズの「一般理論の一銭

化」、すなわち真の一般理論の構築は不可能だと主張した。

完全競争市場は、あらゆる経済主体間の支配的要因が排除された、いわば闘争のないllt界である。だがじつば

経済的世界は、不平等者同士の、支‘配者と被支配者間のさまざまな関係の総体にほかならない。ある支配経済

は、企業間でも、国民経済間でも、支配効果をつうじて、自らの成長を保障する。この「支配経済の理議」

(th6oriededomination)および、経済成長が、他単位から生産要素をうばってある極に集中されることに

より実現すると考える「成長の極」(p61edecroissance)理論は、経済統合および低開発経済の理論に大

きな影響を及ぼした。

すなわち、低開発経済とはたんに「遅れた」経済ではなく、むしろ先進経済の影縛を受け、経済が「被支配

化」「従属化(d6pendant)」され、経済諸部門が「非接合化(inarticulb)」し、そして「不均衡化
ノノ

(desequilibre)」した独自の低開発メカニズムをそなえた経済なのである。ペルーの弟子たちの間からは、

今日従属理論の代表者とされるエジプトのサミール．アミンやグルノーブル大学教授でアルジェリア経済計画の

顧問をつとめたデスタンヌ・ド・ベルニスらが輩出した。

資本主義体制はこうして支配．不平等要因を内在した本質的に不安定な体制である。また、資本主義進展とと

もに、社会秩序を支える「非資本主義的」な制度、精神、つまり「名誉、喜び、愛惰、他人の尊瞳」など人間生

活における最も高貴な財が侵触され脅される傾向がある。国家はこのような不平等性、イ<安定性にたいして介入

する傾向をつよめるが、それは官僚制を拡大させることになろう。それゆえ究極的には各人が自らの職業の場で

創造的意欲と能力を発揮し、その効果が社会的に拡散し、一人一人の社会成員が進歩の過程に人間的意味づけ

(signification)を与えていくような「調和的成長」の社会、すなわち、商品交換社会から「贈与」と「参

加」を基礎とする社会への原理的転換が指向されなければならない。ペルーが「二○世紀のサンシモン主義」と

よぶこの人間集団の新たな再生の指向、これがフランス社会党の自主管理思想に息づいていることはいうまでも

ないことである。

こうしてペルーは、人間経済の目標として量の問題よりも質の問題を重視し、つねに人間を科学の中心にすえ

るフランス社会科学の最良の伝統の継承者、発展者として、大きな影響力を及ぼしてきた。

ペルー亡きあと、ISMEAの所長にはド・ベルニスが就任し、ペルー理論の新たな展開をはかろうとしてい

る。また、"EconomieAppeliqu6e''(tomeXL,No2,1987)がペルーの遺稿を特集していることをつけ加えて

おきたい。本BULLETINでは、この"EconomieAppliquee"誌で公表されたペルーの愛亜な自伝論文および

著作目録を転載した。
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経済学のクローデ ル

堀川士良

（日本大学）

その日、サクレ･クール教会のテラスから見降すパリの市街は、灰色の空の下で声もなく横たわっているかの

ように見えた。遠くセーヌ河の彼方に、パンテオンの優美なドームとくり大学Iの屋根が望見できた。

ペルー教授の葬儀は、1987年6月5日、金曜日、午後4時、モンマルトルのサン．ピェール教会でおこなわれ

た。

Requiemeternamdonaeis,Domine

主よ、魂の永遠の安らぎを彼らに与えたまえ

の歌声が薄暗い教会内に流れ、二百余の会葬者が故人の冥福を祈った。花束に埋もれた極がなぜか小さく見え

た。

教会の前庭で霊枢車の出発を待つ間に、隣に居合わせたアラブ人のエコノミストが興奮した口調で話してい

た。「今日のフランスが世界に誇れる経済学者は、ペルーとソーヴイの二人だけだ。それなのに会葬者がこんな

に少ないのはどうしたことだ。ミッテラン大統領が来ても少しもおかしくない。まして友人のバールの姿が見え

ないのは理解に苦しむ。」同じような感想を抱いた人が少なからずいたのではないかと思われた。

わずか23歳で550頁を越す大著を出版したペルーは、おそらく現代のフランスで、もっとも多作で、もっと

も特異な経済学者であったとえいよう。

彼の膨大な著作の底に一貫して流れているのは、「吝畜の経済」から「人間のための経済」への発展のウィ

ジヨンである。「人間のための経済は、産業の従属的賃金労働者階級の圧力によってばかりでなく全民衆の圧力

によって抑え難いものになった。この大きなうねりが侵食し、崩壊させる吝沓の経済は、単に個人と企業の吝畜

の経済だけでなく、国家の吝畜の経済でもある」。人間のための経済とは、「あらゆる物的．人的資源が経済的

に完全に利用され、人間性の十分な開花のために必要な物質的条件を各人に与える」ような経済であり、その実

現は、「富が存在しても、その富にわずらわされない人間同士の結びつきが可能であること、および富裕化の拘

束と圧力にもかかわらず、人間社会が貧欲な人間性に対抗して真の繁栄を戦いとる能力をもつこと」を確信して

はじめて可能なのである。「人間のための経済」は、商品社会を越えて、拘束と稀少性がともに根絶されるよう

な最適社会のヴィジョンにつながるものでもある。したがってペルーの関心は、社会の純粋経済的側面に限定さ

れず、独創的な経済理論を応用して、社会的・政治的側面にも分析の範囲を広げた。

このようなウイジヨンを持っていたペルーが、サンーシモン主義に興味を抱いても不思議ではない。『産業

と集団創造』の中で、ペルーは「我々は多かれ少なかれサンーシモン主義者になっている」と述べ、サン
ーシモンと弟子たちは、歴史と科学に情熱を燃やした．「前望的な思索家たち」であり、きわめて長い過去の

延長線上で、また、それが正当化する諸計画の躍動の中で社会と経済を理解しようとする彼らの姿勢は、集団創
造である産業化の意味を考えようとする時、現代でも実りあるものだと高く評価する。「私の全生涯は、唯一の

思想に要約される。それは、すべての人にもっとも自由な発展を保証することである」とサンーシモンはいっ
た。彼と弟子たちによれば、人類は「精神の前進」を原理とする発展の中に巻き込まれており、精神の前進は歴
史の活力であり、絶えず科学を前進させ、さらに激動状況の連続にもかかわらず、対他的な感情と人々 の間の愛
の力に、より多くの機会と効力を与えたのである。現代の経済思想は、発展、成長に注目し、拡散し、加速化す

る産業化に注目するから、サンーシモン的「発展」のテーマを現代的に再考することが必要であるとペルーは
主張した。

ペルーがサンーシモン主義について語る時にみせたリリックで高揚した話法には、詩人クローデルの独特な

－7－

’

I

’

’



lT－
一 二 一 ＝ －

'

3)MM.R.MercieretG.Matthys<Methodesmodernesdeprogrammationeconomique》

4)M.F.Rosenfeld<Techniquesd'analyseetd'6valuationdesprojetsspecifiquesd'investiss6ments》

5)MM.P・BourribresetM・Destribats<Casd'implantationd'industriesenpayssous-d6veloppes》
ノ ノ

6)M.NyuyenHuuChau<Lesinvestissimentsdansleseconomiessous-developpees》

いずれも、原則的には最初の数回は担当教授が科目内容の基準内容を講義し、その後は主要トピック別に学生

をグループ分けし、トピック毎に研究成果の発表をさせるといった形を採るクラスが多かったが、中には担当教

授の講義が一通り終ると、次には毎回科･目テーマに関係する実務家を講師に連れてきて、違った話を聞かせると

いった形式のクラスもあった。
、

MM.P.BourrieresetM.Destribatsのゼミでは、わたしたちのク・ループは《マダガスカルのセメント工業》

に関する調査資料を渡され、この資料を検討して研究成果を報告することになった。このクラスに限らず、クラ

スでは教授や報告者への質問やら意見の発表は実に活発で、報告者よりもフロアーの聴衆の演説会の様相を呈す

ることさえあった。上述のコース分けで、このコースを選択した学生はだいたいいつも同じクラスに出席するこ

とになる。一クラスの聴講者数が30人位であったが、この内約半数がアフリカ・中近東の出身者、4分の1が

旧仏領を中心とするアジア人、残り4分の1がフランス人とその他ヨーロッベ人というだいたい色分けであっ

た。ちなみに、当時IEDESに在籍していた日本人学生はわたし一人で、それよりもちょっと以前に在籍してい

た日本人は西川潤という方だと事務所で知らされた。とにかく、講義や報告が終るや否や一斎に挙手が起こるの

だが、その頻度が一番多かったのはアフリカ・中近東グループであった。かれらは、一度指名されるや中には

20分以上もの大演説をぶつ者がいて驚いたが、それをまた教師も学生もとにかく根気よく耳を傾けている態度

にも、一種の爽やかさを覚えたものである。

オったしの出席したゼミの中で、学生達に一番人気のあったのはベトナム人のNyuyenHunChau教授の《低

開発経済における投資》ゼミであった。実は、わたしも、授業が開始以前に既にChau先生を論文指導教授に

決めて、書類を提出していた。ゼミのテーマが、わたしにとっては最も興味を引くものであったし、アジア人の

先生という親近感からでもあった。Chau先生のゼミは、ほとんど先生の講義の形で行われたが、大変力の

篭った、しかも分かりやすい講義であった。先生が演壇から降りて学生の座席の一つに座って話をされると、学

生達は先生を取り囲むような形で講義に聴き入っていた。しかし、フランス人の教授達の話は概して、特に第三

世界からの学生達の関心を引かなかったという印象を受けた。教師の話に面と向かって反論する学生がいたし、

授業の後で学生達が集まって「あの教師の考え方は怪しからん」と息巻いていることもあった。特に中近東・北
アフリカの学生にその傾向が強かったように思う。一度、授業であるフランス人教授が．、アフリカ人学生に向

かって、「日本も、百年前には貴君達の国と同じ状態だったのに今は先進国に近付きつつある」と言ったときに

は、わたしもなにか反論しようと思ったが、なにから言ったらいいのかまとまらずに結局なにも言わなかった。

一週,0科目ゼミの外に、Cit4Univesitaireで第1課程と第2課程の学生のために設けられていた《体育
講義と実技》を随意に選択できた。単にもう一つ、特に第3課程の学生は補習授業として研究所所長の

F・Perroux教授のCollegedeFrance並びにEcolePratiquedesHautesEtudesにおける授業にできるだけ

出席するようにという学校からの要請が出ていた。場所はどちらもCbllegedeFranceの大教室で、前者の
〃

科目名は《Lapromotionsociale》、後者《L'informatiqueetsesconsequenceseconomiqueset

sociales》という最先端の内容のものであった。

わたしは、最初の数回出席したが、その際にはPerroux先生は実際には講義をされず、ご自分の教え子の

若い教授が実際の講義をした。しかしPerroux先生は、講師の紹介をされてから演壇の前に置かれた机に横

向きに座られて、講義中はメモを取られたり時を学生のほうをにこにこ笑いながら眺められたりしておられた。

学生の質問には、自ら答えられることもあった。わたしは、フランスに着いたばかりの語学力のハンディキャッ

プの上に内容がごく専門的であり、さらにわたしの滞仏目的の学問とはそれほどの関連がないものと判断し、そ

韻文を思わせるものがあったという。ピエール・ドルーアンが新聞によせて追悼文のタイトルは「経済学のタ
ローデル」であった。

IEDES留学時代、そしてF・Perroux教授のこと

千 代 浦 昌 道

（燭協大学）

1967年11月7日、冬の気配深まるバリの街。Censier-Daubentonの次のGobelinsでMairied'Ivry行きの

メトロを降りて、Bd,AragoをDenfert-Rochereauに向けて歩く。かなりの近のりを歩L，た気がする。やっと

見つけた右側の薄汚れた、それほど大きくない建物、これがあのIEDES(バリ大学経済社会発展研究所）か
と何度も確かめてから中に入った。

建物の中にはかなりの数の学生がたむろして居たが、なにかちょっと落ち着かない、不思鍍な雰囲気が漂って
いた。とにかく、入学手続きを済ませなければと、手近の学生に話かけて事務所の所在を聞いた。事務所の場所
は分かったが、中にいるのはどうやら学生ばかりで、学校側の事務職の人間は一人もいないようであった。
IEDESの建物は学生達に占領されていたのである。

その約一週間後に学生の占拠は解かれ、入学手続きを済ませたわたしは晴れてIEDESの第3過程の学生になっ
た。学生の建物占領の原因はなんであったかといえば、当時のIEDES所長F・Perroux教授の専横的な研究所
管理体制とカリキュラムの内容に対する不満であると聞かされた。しかし、とにかく初めてフランスの地を踏ん
で、右も左もよく分からず実用のフランス語の力も不十分なわたしには、IEDESの学生達から彼らの不満につ
いて十分な情報を得ることができなかったから、単に噂の程度に私の耳に入ったものをここに披露するに過ぎな
い。

第3課程の教育は、原則として総てゼミナール形式の120分授業で行われ、当時一週に最低10科目を選択し
なければならなかった。第3課程の教育期間は、原則として1年間であるが、これを2年間に延長することがで
きた。わたしのフランス政府からの給学費期間は1年間であったから、わたしは1年コースを選ばざるを得な
かった。

科目の選択に当たっては、当時5つの主要コースが決められていて、学生はその中から一つのコースを選択
し、それに沿った必修．選択科目の選択をしなければならなかった。5つのコースとは、次のようなものであ
る。

ノ

IDeveloppementr6gional,am6nagementduterritoire

ITechiquesdeplanificationetdeprogrammation
mPlanificationdesressourceshumaines

WEconomieagriColeetalimentaire

VEconomieindustrielleetprojetsspecefiquesd'investissements

わたしは、最後の《工業経済と特定投資プロジェクト》を選択した。このコースの必修科目は、次の6科目
であった。

1)Ⅷ.L・LebartetE・Achard<Initiationauxtechniquesmath6matiques》
ダ

2)M.B.Maldant<Lesmode｡16sexplicatifsdelacroissance》
、
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の後は出席しなかった。というのは表向きでの理由で、実はこれらのPerroux先生の授業はどちらも夕方の5時

45分からで、昼間の授業で疲れている上に腹が空いてしまい、おまけに識義の終わる頃には大学食堂が終って

しまう恐れがあったからである。留学中はあまり金がなかったから、Perroux教授の識筏のために大学食堂の

安い夕食を犠牲にするわけにはいかないと思ったからである。いま考えると、せめて半分くらいの夕飯を犠牲に

してもPerroux先生の讐咳に接しておけばよかったなどと悔やんでいる。少なくとも、この紙面でもう少しア

カデミックな内容の思い出話を披露できたものと思う。

もう一つわたしにとって不幸なことは、前述のように、わたしがIEDESに初めて登校したとき、学生は所

長のPerrbux教授の研究所管理体制への不満からストライキをしていたことや、逆に教授連は講義の中で必

ず、それもなにか皇帝陛下の御言葉を引用するような態度でPerroux教授の学説や用語の定義などを引用す

るところがあって、かえってわたしの心中にPerroux先生へのある種の反溌あるいは好ましくない先入観を

植え付けてしまっていたようである。その結果、わたしはIEDESに留学するとし、う没敢な磯会を得ながら、

その所長のF・Perroux教授の薫陶を受けることなく過ごしてしまった。

その後、翌年の1968年3月には、バリ大学ナンテール分校での学生ストライキから発して、遂には5月のゼ

ネストへと、フランス全土を揺るがす戦後最大の政治変革期を迎えるに到ったのである。しかし、わたしにとっ

ては、この騒ぎは既に前年のIEDESの学生ストライキから始まっていたのであり、《5月危機》はその延長緯

上の出来事に過ぎなかった。大方の学生達や労働者達の表面的な不満は、勿論ドゴール大統領の政治体制に向け

られたものであったが、実際は、ドゴール体制が象徴するすべての権威主義的なものあるし、は権力そのものに、

ひとびとの批判は向けられていたのである。IEDESの学生ストはまさに、その歴史的蛎件である《5月危機》の

前哨戦であり、F・Perroux所長その闘いの当面の攻撃目標であったのである。あの蛎件さえなかったら、わた

しはフランスでもっと素直な気持ちでPerroux先生の誓咳に接し、薫陶を受ける磯会に恵まれたかもしれな

い。Perroux教授の亡くなられた現在、悔やむこと頻りである。

ただ、こうした考えに至るのに、ダカーノレ大学の経済学科との交流よりも、キャンパスの周辺ないし外部での

体験が多くの示唆をもたらしてくれたことは特記されねばならない。

同学科の研究と教育の中心は、第1のベラダイムに基づいてし､たものの、第2の疑問が正面から取り組まれる

ことはまずなかった。同僚の研究の雰囲気は、欧米の経済理 論 を い か に 理 解 す る か に 多 大 な 努 力 が 払 わ れ て 、 西

アフリカ経済の蓄積のメカニズムの特質や制約条件を追求するという関心が必ずしも優先されていなかった。

このアフリカの現実を欧米が欧米のために使って来た眼鏡を通して観察するという研究・教育の他律性は、同

学科はもとより、同大学における社会学科の使命が国家の開発行政を担う官吏の養成に重点を置き、その教育の

一端が|日宗主国フランスからの派遣教員によって担なわれてきたという歴史的経緯に大きく依存していると思わ

れる。

外部からの教員は、自分の得た知識を伝えることによって、アフリカ人の同僚は、やはり援助政策による旧宗

主国での留学制度によって得た資格によって昇進し、アフリカ人学生は、彼等に教えられる課目を修了すること

によって高級官吏への道を準備するといったように、経済学が、キャンバスの外で展開する±くさいアフリカの

現実と隔たったまま、一つの確立した制度として再生産されていくのである。

そこで、第二の問である。成長の中身とその方法は、自分達の学ぶ経済学では、分析に先立ち与えられる自

明のものとして、アフリカという地域の現実の中で、再検討される余地はほとんどなくなってしまうのである。

以上は、筆者のささやかな西アフリカ滞在で感じた、経済学において貧困とは何かという問に対する知的状況

の印象であるが、ペルー教授こそは、この制度化された経済学から常に一定の距離を保ち、貧困のパラダイムと

いう面倒な問を最後まで考え続けた数少ない経済学者であると思われる。

筆者はフランス留学時の今から14年も前、パリの世界不況に関する国際シンポジウムの会場で1回だけお会

いし、その後、当時本として出版されていなかった数多く.の論文の抜き刷りを送って下さった思い出しかない。

そかしそれらの書を通して接することのできた教授の存在は、経済発展を第三世界と呼ばれる地域のコンテキス

トで考えている筆者にとって、多大なものであり続けている。

経済発展に関する分析の中で、ペルー教授が与えてくれた最も大きな功績は、分析の中心に、常に人間を総体

として置くことがいかに大切かということを教えてくれていることである。

「人間を全体として経済分析の中に組琴込む」とは何か。

この種の問でただちに予想される反論は、主として新古典派経済学に立つ側からのもので、経済学は反証可能

な、計量・操作しうる諸概念から成り立つゆえに、科学としての地位を得ているのであって、ホモ・エコノミク

スは、現実の人間そのものでないが、現実に近い姿として表わされた取り決めとして確定する以外に、理論措築

は不可能である、というものであろう。

しかし、教授の書では（たとえば、L'6conomieduXXesibclc,1969,Pouvoiret6conomie<1972)、そ
の反論を決して無視しているのではなく、経済現象とその表わし方(repbsentation)その間の緊張関係の中
に身を置くことによって、常に現実に耐える分析用具を鍛えなければならないという配慮が強く読み取れる。教

授の創設した応用経済研究所が後に数学応用経済研究所と名を変え、数学で開発された技法を経済現象のより忠

実な描写に生かそうとしたのは、この理由によるの､である。．

さて、経済発展における人間の位置とは実に遠大なテーマであるが、今日まで筆者が理解した教授の視点の特
'

質が最もまとまって現われていると思われる"Pourunephilosophiedunouveaudeveloppement,1981年”

を通して、2点のみに限定して記しておこう。

第一は、ペルー教授が経済発展の分析で登場させる人間は、時間の拡がりを持った(dateないし6coul-
ementdutempsirreversible)人間であるということである。新古典派では、人間は市場において瞬間的

に達成される均衡の中で受身の対応しか見せられない－経済主体にすぎないと考えられてきたが、教授にあって

は、人間は、対立と協調が織りなす過去を生きてきた歴史的人間であり、この人間の生む労{動とともに列挙され

1

経済発展とペルー

勝 俣 誠

（明治学院大学）

今から6年以上も前のことだが、筆者は西アフリカに2年弱研究のために滞在する機会があった。研究上、

所属した機関はダカール大学という西アフリカのフランス語系諸大学の中で最も伝統のあるものであった。

このアフリカ滞在の最大の目的は、世界の中で最も生産力が遅れているこの大陸に数年でも滞在することに

よって、そこの人々の政治の営みとその風景を見たり、感じたりすることによって、そもそも貧困とは何か、そ

'して、経済学は貧困に対して何ができるのかを考えてみることであった。

当然ながら、こうした大胆な問は、今だ駆け出しの研究者である筆者にとって、手に負えそうにないもので

あったが、他方では、決して避けて通れない問に思えた。

帰国前後に筆者の中に漠然とした輪郭を持ちながらも、着実に感じ始めていた貧困についてのパフダイムは、
主として次の2点であった。

1）貧困の解消には経済成長が必要である。

2）しかし、その成長の中身とその実現の仕方は、それに住む当事者が選択していく。
’
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る資本においても、時間的に形成されたききたものとして、人間の意思決定が大きく作用しているとしている。
この経済発展における歴史的人間像の回復は、低開発国といわれる地域において、経済の発展を決して単に労

働と資本の最適な短み合わせからだけでなく、企画し、参加する人間の進歩という側面を強調した意味で、重要
である。たとえば、貧困が今だ単に生産の予定としてしか把握されないとしたら、戦後、欧米を風廃した経済成
長理論がなぜ他の地域で成功しなかつたかの反省の次元にとどまるだけだが、貧I樹は、それを担う人間が物を作
れない状態と定義するならば、経済発展が教育という長時間を要する投資を伴う人間形成の問題であり、また生
産活動の参加は、当事者が体化した過去の刻印を理解することなしには実現しにくいという文化の問題となって
立ち現われてくる。

第二は、経済発展の分析を空間という概念から接近することによって、通常純粋理論が’没定する類似して、か
つ同等の諸個人が介入する同質的空間たる市場を想定する代わりに、歴史的に形成され、ノ]関係によって構造化
された場を提示していることである。教授にとって、市場とは、何よりまず、それを内包する社会と組織なくし

(iln'yapasmarch6sanssoci&t4,sansorganisation,p.59)て存在し得ない概念であった（iln'yaPasmarchesanssociもt6,sansorganisation，p,59）。
したがって、市場はこれらの側面によって大きな制約を受けており、価格と量によって達成される均衡の場と

〃

するには余りに非現実的想定であるということになる。すでに教授は、1960年、Economieetsociete-
contrainte,6changeetdon,で、日本では、岡山教授の手によって邦訳・紹介されているが、その中で

は、市場現象以外に、社会には、強制、贈与といった行為が存在し、経済活動に影響を与えていることを指摘し
ていた。

もっとも、市場が必ず均衡に向かうという確信に基づいた新古典派に対する批判は、教授以外にも、1983年
に亡くなったJ・ロピンソン女史などの経済学者からもなされて来ている。ロビンソン女史は、需給関係が敏
感に作用する数少ぃ局面の一つとして、西アフリカのカカオ豆を引用しているが、それとて、均衡に向かう保
証は全くないと述べている（季刊現代経済、第10号、1973年）。この点に関し、ココア豆の世界最大の生産
国のコートディポヮールを中心として、西アフリカの経済学者には、アビジャン学派と呼ばれる新古典派の
アプローチのみで経済発展を考えようと統計資料の不足を嘆きながら、数式モデル作りに汲会としているグルー

プが存在しているのは皮肉である。

さて経済発展を考える上で、こうした空間概念を設定することは、従来、必ずしも説明し得なかった低開発地
域における多国籍企業の行動といった国民経済という空間をまたがる経済主体の解明、また市場というノレールで

●●●

なく、市場のあり方を決めるルールにおける力関係を分析することによって、生産物が社会的にどのように不平

等に帰属していくかという分配メカニズムの考察に、きわめて重要な鍵を与えてくれている。

この他、ペルー教授が経済発展を考える上で有益な示唆を与えてくれているものとして、経済における．希少性

の定義、発展プロセスにおける不平等の存在と、それゆえ生まれる進歩へのダイナミズムなど枚挙のいとまがな

く、その深い洞察力は筆者の理解不足を照らしてくれている。

実際、ペルー教授ほど、経済学に登場させる人間を、単に市場の前に孤独に対峠する経済主体としてでなく、

制約の前には、団結することを知り、また自から変化し、創造していく能力を有するという多次元の側面から、

描写することに腐心し、社会における経済の意味を生涯を通して問い続けた経済学者は少なL,。経済発展の分析
においても、いかにこの人間の可能性を、窒息させる代わりに、開花させるパラダイムを踏まえた理論を模索し

ていくかは、研究者に残された重要な課題であろう。
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ペルーにおける異質性の概念清水和巳（早稲田大学）

フランソワ．ペルーの経済学は驚くべき豊饒さを含んでいるが、それは混乱という言葉

とは相容れない。彼の経済学は常に変容する「現在」を様々な側面から対象とし、その都

度新たな分析を提示する。しかし、そこには厳然たる一貫性が存在するのである。つまり、

ペルーの経済学にはその内部を貫く何本かの基軸が存在し･、それらの基軸を中心にして広

範囲にわたる柔軟な分析、洞察が展開されるのである。そのような基軸の一本として、「

ワルラスーパレート的一般均衡理論の一般化」が挙げられるだろう。ただし、この「一般

化(g6neralisation)」はモデルの変数の数を増やしたり、モデルに付加的な方程式を加え

るに留まる単なる拡大ではない。それはワルラスーパレート的一般均衡理論の着想を借り

てはいるが、次元を異にする新たな一般均衡理論構築の試みと解釈するべきである。この

「一般化」の持つ意味をペルーにおける「異質性(heterogeneite)」という概念を通し

て明らかにしていきたい。

この「異質性」という概念の基礎には次のような社会認識が存在する。

「ある時点、ある社会状態における人間の特定な活動領域に目を向けると、その領域で活

動している人間集合は『能動的(actifs)』一『非能動的(non-actifs)』な部分集合か

ら成立していることがわかる。能動的な集合は非能動的な集合の行動に影響を与えたり、

それを変化させたりすることができる。このような部分集合の活動の一定の範囲、型、様

式を定義することによって『社会的』異質性の最も重要な側面を明らかにすることができ

るであろう。」（「二十世紀の経済」）

注意すべきなのは、「異質性」という概念があらゆる活動領域において質的に異なった

集合、個人が存在するという状態記述にとどまっていないということである。この概念は

「能動的」な個人、集合が「非能動的な」個人、集合に不可逆的(irreversible)かつ非

対称的(asymetrique)な「権力」(Pouvoirs)を常に行使するという行為の側面をも含

んでいるのである（もちろん、「非能動的な」個人、集合から「能動的な」個人、集合に

及ぼされる反作用が存在しないわけではない。ただ、そのような反作用は、行使される「

権力」と比して非常に微弱で取るに足りないと考えられている）。経済領域に限って言う

ならば、そのような「権力」とは、ある経済主体が行う意思決定に好むと好まざるとにか

かわらず、何らかの型で、不可避的に外から介入してくる性質の力と定義できよう。では、

実際に「異質性」を有する経済主体は何であり、そしてその主体が行使する「権力」は現

実においてどのような様式をとるのであろうか。ペルーは「異質性」を有する経済主体と
して次の三つを挙げている。

a)ミクロ的単位(1esunitessimples)

b)マクロ的単位(1esmacro-unites)

c)国家(1amacro-unitepubliquespecifiquequ'estl'Etat｡)

a)には個々の企業や企業者などが含まれる。b)には異種、同種問わず企業集合や労働

団体などが含まれるであろう。c)は国家に代表されるような公的なマクロ的単位である。
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そして行使される権力は四つに分類される。

1）影響(1?influence)

2）リーダーシップ(1esleaderships)

3）部分的支配(1adominationpartielle)

4）全体的支配(1adominationtotale)

1）影響

Aの行動が少なくとも表面的には強制という形を取らずに、Bの意思決定を変化させる

場合、そこには「影響」が働いたと言われる。例えば、Aによって、Bの情報領域に導入

される付加的な情報が挙げられよう。（その情報が正しいか否かあるいは、意図的に流さ

れたか否かは問われない。）具体的に言うなら、供給の打切り、信用手段の撤回といった

脅迫や、逆に、契約を遂行した際に約束される付加的な報酬といった情報がBに与えられ、

Bはその情報を考慮して自らの意思決定を変化させるのである。その他にも、消費におけ

るデモンストレーション効果や外部経済が個々の経済単位に及ぼす効果も「影響」に含ま

れよう。

2）リーダーシップ

Aの提示する価格、供給する数量、あるいは、操作するその他の経済的変数が、収益を

上げるという意味で適切であり、そのことをBが知っている場合、BはAの示す価格方針

や数量決定に追随する。このような場合、AはBに「リーダーシップ」を及ぼしている、

と言われる。注意しなければならないのは、この関係ではAがBの価格や数量を直接に決

定するのではないということである。

3）部分的支配

ある経済的単位、B,C,Dの決定事項の中に含まれる価格、数量、その他の経済的変

数の一部分を、意思決定の中心である経済単位Aが決定する場合に「部分的支配」が成さ

れていると言われる｡B,C,DはAによって支配されている部分以外については、自由

に決定を下すことができる。卸売り商と小売り商、あるいは、大企業とその下請け企業の

間ではよく知られている関係である。また、公的部門が民間部門に対して、価格凍結政策

を施行する場合も「部分的支配」に含まれよう。

4）全体的支配

AがBの価格、数量などを全部、決定してしまう場合に「全体的支配」が存在すると言

われる。この状態の極限においては、唯一かつ絶対的な意思決定主体Aが存在するわけだ

が、我々がよく見掛ける状態はそれに至る以前の段階である。例えば、同一産業内に少数

の大企業と無数の小企業が併存している場合が挙げられよう。あるいは、石油ショック時

のOPEcは、石油価格、数量について「全体的支配」を行っていたと言えるだろう。「全体

的支配」が成立している場合には、支配する側の持つ技術的、経済的競争力、信用・資金

調達手段の多綴性、大規模販売組織などによって、「支配」される側の従属化が進んでい
る。
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上記の1，2と3，4では、行使される「権力」の質だけではなく、行使される方法も

異なっていることに留意しよう。1，2では、Aの行動はBの経済行動を、少なくとも表

面上は、直接的に統御する意思を持たない。言わば、AはBの意思決定の条件に参与する

だけなのである。それに対して、3，4では、AはBの意思決定を直接に変化させ、支配

する意図を持ち、それを実行するのである。

このような「異質性」（より説明的には「異質性一権力」）を基礎にして再定式化され

た一般均衡理論はワルラスーパレート的一般均衡理論とは本質的に異なる。ワルラスーパ

レート的一般均衡理論が想定する経済の構成要素となるのは同質的かつ『匿名的」なホモ

・エコノミクスであり、経済世界はその単なる総和である。それに対して、ペルーの想定

する経済を構成するのは上記のような「権力」を行使する「異質的』な経済主体であり、

そのような経済主体がイエラルシー的に構造化された全体として経済が捉えられる。この

ような経済における均衡とワルラスーパレート的均衡＝『物の一般的均衡(1'equilibre

g色neraldeschoses)」とを、もはや同類項でくくることはできない。ペルー的経済世界

における均衡は経済諸力が釣り合うことによって得られる静止状態ではなく、「異質的」

な経済主体が各々に行使する「権力」のせめぎ合いからある種のパターンの自己組織化が

生じている状態なのである。つまり、彼が指摘する「経済主体の諸活動の一般的均衡化

(1'equilibragegeneraldesactivites)」が成立している状態である。しかも、ペルー

的経済世界における均衡は最終的な到達点ではなく単なる通過点にすぎない。経済主体の

行使する「権力」が一時的に平衡している状態＝ペルー的均衡を永続させる要因が経済に

ア・プリオリに内包されているわけではないからである。このような均衡概念の特質は、

ペルーが決定論的なニュートン力学からではなく「ゆらぎ」を重視するプリゴジーヌ熱力

学から影響を受け、熱力学とのアナロジーを用いながら経済構造について語っていること

からも理解されよう（時間の不可逆性についてもペルーとプリゴジーヌは共通した認識を

持っている）。

以上の議論からも解るように、「異質性」の概念を中心にして展開される彼の一般均衡

理論はワルラスーパレート的一般均衡理論と異なり、絶え間なく構造的に変化する資本主

義経済の動態をその分析対象としているのである。また、彼の一殿均衡理論が、優れて人

間解放的なヴィジョンを含んでいる「普遍化された経済(1'economieg色neralisee)」を

論じる前提となっていることは看過できないが、この点に関しての議論は別の機会に譲り
たい。
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ウィーンで学んだのは、ドイツ歴史学派と激しく対立していた「飾りけのない」経済学

だけではなかった。繊細で普遍的で高度な文化についての講義を受けることもできた。ま

たこの時代は、ジグムント・フロイトの講義を受けることができた時代でもあった。彼の

精神分析研究が授業中に熱狂を呼び起こした最初の時代だったのである。同時に有名な都

市史研究家、ドプシュの話を聞くこともできた。そして、皇帝の宮殿、シュテファン大聖
堂、フオーテイフ教会、文化史博物館の豪華な一室から発せられるきめ細かいメジセージ

を楽しんだ後に、刈り入れと収穫の美しい一日をオペラハウスでロッテーレーマンの歌う
フィデリオを聞いて締めくくることも時にはできたのである。

ミーゼスの弟子達が開いてくれた祝宴を忘れるものは誰一人いないであろう。そこでフ
ェリックス・カウフマンはセミナー創設時からあるリートの一節をいろいろな言葉で歌っ
てくれた。彼は記憶力が抜群な上に美しい声を持っていた。（＊1）

「君はベルリンに向かい、ウエルナー・ゾンバルトに会いに行きなさい。彼はまた社会
主義について定義を作り上げていて、これで十個めだ。」これは、ミーゼスが私を送った
時の言葉である。そして、私が『近世賓本主義』の著者一ゾンバルトに初めて会ったとき
彼は次のように言った。「ウィーンから来たのなら、あなたは私の論敵、ミーゼスを知っ
ているだろう。」

ドイツでは‐正直なところ拾い上げる価値のあるものは殆ど無かった。H・フォン・シュ
タッケルベルクとエーリツヒ・シユナイダーが世に出たのはもっと後だった。財政学と一
般経済学に関する最も良い講義を行い、ドイツ語表現においてヨーロッパ風の高い文化の
香りを漂わせていたのは、私の旧友、フリツツ・ノイマルクだった。私はまた、政治哲学
の根本に関するカール・シュミットの労作に興味を持った。後に私は彼の真の誠実さを知

ならなかったので~どの機会に『価値』に関する本(*2)を書く準備として、オーストリア

学派の均衡理論をもう一度取り挙げ、ソルボンヌ高等研究院のセミナーでオーストリア学

派の均衡理論とグンナー。ミュルダーノレ、クヌート。ヴィクセノレ、レオン．ワノレラスのそ

れとを体系的に比較した。

そして、応用経済研究所が1944年にフランスレジスタンスの協力によって設立された。

厳しい時代背景にもかかわらず、どの研究所を擁護してくれたうちの一人が栄光に輝いて

いたJ.M.ケインズ卿その人である。我々はこの研究所でアメリカ人のサンダース博士とノf

ブロフの弟子でもあるソビエトの高名な生物学者、セルジュ．チヤホーテインと共に働い

た。ピエール・ウリと私は将来のことを考えながら、ケインズとホワイトの計画に関する

詳細な研究に取りかかった。私はフランソワーディヴイジアとノレネ。ロワと一緒に応用数

理経済学の研究グノレープを設立した。このグノレープには、モーリス。アレ、G・デュブノレデ

ュ－、ジャック・ドウモンテイエやG.ノレトファラらが参加し、活況を呈した。

フランスが解放された時には、ルネ・プレヴァンからイギリスの国民会計を研究せよと

の要請を受けた。そして、私と何人かの研究所のメンバー達はリバテイ型貨物船に乗り込

んだのである。

こうしてついに、我々は苛酷な何年間の間待ち焦がれていた人々と会うことができ、喜

びを新にすることになった。

オックスフォードでは、トーマス・バロー、ポーノレ．ストリーテン、ブノレクノ､ノレト、ス

タインドルが我々を遇してくれた。マンチェスターから遠くはないケンブリッジでは~ジ

ョンーヒジクス卿とウルシュラ．ヒックス夫妻が我々のために居心地の良い自分達の屋敷

を提供してくれ、ジヨーン・ロピンソンと共に歓待してくれた。ロンドンでは、リチャー

ド。ストーンと一緒に仕事をした。大いなる試練から抜け出たばかりの輝かしい偉大な国

の至る所で、我々はイギリスの思想と再び相見えたのである。

ロンドンスクール、諸大学都市、パリの我々の研究所の間の関係が緊密になり、そのよ

うな環境の下で、ロイ・ハロツド卿、ヒックス卿、ジヨーン．ロビンソン、フリードリッ

ヒ・フォン・ハイエク（以上、ロンドンスクーノレの教授）、デニス．ロバートソン卿や他

の多くの研究者達がパリを訪れ、最新の研究を発表したのである。
ハーバード大学のエドワード・チェンバリンがオックスフォード大学のM｡カレジキに引

き続き、我々のもとを初めて訪れた。その後、彼は応用経済研究所の常連となり終生我々
に協力してくれたのである。私が1947年にハーバードで二つの講義をするために招聴され
たのは、彼とヨゼフ・シュンペーターの友情によるものである（シュンペーターの業績に
関して私は一冊の本を書いている）。彼らの友情を始点として、私は長期に渡る自分独自
の研究一そして彼らが啓発してくれた研究を推進することができたのである。
まず最初の研究として経済空間の問題を取り上げ､根本的と思われる三つの概念を提示

した。その三つとは、構造化された空間(espace-structure)、極化された空間(espace-
polarise)、計画対象の空間(espace-p1an)という概念である。そして、私はマクロ的単位

り彼を友とするようになる。そのきっかけは、彼が私の学生の一人を勇敢にもナチス警察
の毒牙から救いだしてくれたことだった。
ローマでの滞在がいかに実りの多いものであったことか。私はそこでルイジ．アマロソ

から幾つか教えを受け、卓越した数学者、統計学者、社会学者、経済学者であるコラド・
ジニと親しくなり、そして、ウーゴ・パピ、ジョバンニ・デマリア、後にはジュゼッペ・

パロンバと終生変わらぬ友情を結んだのである。私はアルベルト・ドウ・ステファニもレ
ロ。ガンジェミも忘れることができない。私は財政の特殊な問題に関して彼らの研究に興
味を持ったのである。我々三人はデ・ヴイチ・デ・マルコを賞賛している点についても共
通していた。

マフェオ。パンタレオーニ、バローネ、彼らの主要な弟子達の思想に共鳴したことから、

分析的な枠組みと方法論的考察が得られたことは容易に察せられよう。これらの分析的枠
組みや方法論的考察はそこから恩恵を受けた者の上に痕跡を残している。とりわけ、彼ら
に従順に与し過ぎなかった者の上に。

私と妻がアメリカ行きの準備を整えていたとき、戦争が勃発した。ロレーヌでの「演習私と妻がアメリカ行きの準備を整えていたとき、戦争が勃発した。ロレーヌでの「演習』

と占領時の様々な騒動は抽象的な経済学と殆ど関係がなかった。ともかく教授しなければ

’
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そこでのこれらパラメーターの存在条件や影響力の状態が大きく変わったにせよ、このこ

とによってこれらパラメーターが持つ分析上の意義は消え去らなかったからである。

「支配」という言葉はかなり左翼的であり少し説明不足である。この言葉はある単位の
意思決定が他の単位の意思決定に全面的に代わるという印象を与える。これはまさに分析
の興味が失われる場合である。何故なら、研究者は唯一かつ同一の単位に直面することに

なるからだ。私は「支配」と「帝国主義」間の基本的な区別を強調しようとしたが、徒労
に終わった。帝国主義という用語の持つ混乱を避けるために新しい用語を選んだのだが、
この言葉を用いることによって帝国主義理論を受け入れるかのような印象を与えることに

なった。a)影響(influence)、b)支配状態(dominance)、c)部分的支配(dominationparti-
elle)の間に最初から正確な区別が成されてはいたが、混乱しないように何度もはっきり
と説明するすることが必要だった。それ以来、トポロジーによる表現やグラフを利用して
非対称性を定式化しようという試みが数多く成された。

国外とフランスにおいて一般均衡に関する研究を進める中で、私は余りに軽視されてき
た二つの考え方をわがものとし、繰り返してきた。一つはヴィルフレド。パレートについ

てである。彼の偉業を讃える記念会の時に私は「具体的なものを目前にしながらも、そこ
に到達できない。」と語った。もう一つは、オスカー。モルゲンシュテルンについてであ
る。我々 は彼に多くのものを負っているにもかかわらず、彼は非常に不当にしか扱われて
こなかった。これは「ワルラスから現実に至る道はない。」という先入観の仕業なのだ。
数学的体系における決定と観察可能なシステムにおけるく決定＞とがどれほど乖離して

いるかを測る工夫が必要となる。また、ある先験的な理論が邪魔をして、有名な諸定理（
均衡解の存在、一意性、安定性、最適性に関する諸定理）が互いに働き、現実的な活動を
説明するための条件を整える－このとき、現実は単純化されるにせよ、決して破壊されは
しない－ことができない場合に、その障害を明らかにすることが必要となる。

それ以来、批判的で根本的な直感が私の頭から離れず、私は同一の仮説によって明らか
にされる特別な研究に携わるようになった。この仮説の中には次のような概念が含まれる‘
即ち、経済主体間のあらゆる関係を構成する紛争(conflits-cooperations)－協業、闘争
一協同(1uttes-concours)、マクロ的単位あるいは複合的単位、諸経済空間、影響、支配
状態、牽引効果、労働と変化（革新）への実際的な性向、牽引の極（地域的に限定された
あるいは限定されていない発展の極）、主導企業と主導地域などである。これら全ての概
念は多くの観察事実と熱心に照合されてきたのだが、いまでは、様々 な形態の非対称性の
概念を、個々 の条件のもとで体系的に追及していく中から導かれたものであったと考えて
よいだろう。同じ研究を通じて、私はまた、分配理論の分野でも、一つには次々 と支配的
となった社会的諸機能の歴史を考え、また他方では、議論対象となる所得の分析を第一次
的分配と再分配（この名称が適当とは思えないが）の水準の説明に用いることになった。
一般的相互依存理論の刷新はこれら特殊な研究の中で熟してきた。そのこ

『能動的主体と新しい数学』の中で最初の説明がなされた。私は誰よりも、
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ならないこと」は何かを理解して、それにできる限り打ち込んできた。しかし、私が今ま

で言ってきたことから次のことが理解できるだろう。即ち、私の研究を単なる批判に過ぎ

ないとする意見、私が透徹した視点を持っていると全体的な論理もなしに褒める評判、論

争を挑むように私の立場が操作的ではないとする断言、これらを私が全く受け入れないと

いうことだ。操作的でないものとは創始者達の持った繊細さや細心の注意を忘れた標準的

な均衡論であり、これこそが操作的という名に値しない。というのは、そのような均衡論

は現実の経済主体とその活動を単純化という口実の下に破壊しているからである。それが

現行の教科書の中で批判を受けずに通用していようと、数量モデルの中に自らの脆弱性を

隠していようと、その事情は変わらない。しかも、その数量モデル（マクロ的であろうと

中間経済的であろうと）においては、厳密に解釈された標準的な均衡とは相容れない構造

化されたブロック、部分ブロックが取り扱われているのだ。

時間の制約を越えた均衡から変化エネルギーが時間を経過して枯渇する状態へ

ワルラスーパレート的な標準的均衡論は、どのような形態をとるにせよ、同じ顔をした

ミクロ的要素をその対象とする。それらの要素は完全競争の同質的な世界において、十分

に「微小」で多数であるから、いかなる要素も価格体系の帰結に反対したり、自分達を取

り巻く事物、主体を改変することはできない。そして、ラグランジユの数学がこの世界に

古典力学から借用され、その色彩による統一性を与える。そのような均衡論の前提と結果

に対して強力な批判が起こり、広まったのである。

自分の周りの環境を変化させるエネルギーを持ってはいるものの、物理的障害に邪魔を

されてか、定められた目的（満足）に到達したからか、あるいは対立者の反対に直面した

か、そのいずれかの理由によって一時的にその機能を停止している主体から研究を始める

場合、それは最新の研究の流れに逆らっているわけではない。主体は自分が直接に支配で

きる財、サーヴィスについて決定を行い（意思決定の空間）、そして自らの諸活動空間（

売買、投資、情報収集）について計画を立て、これらの空間を実現するのである。

これらの諸空間は柔軟性を持ち、極限状況においては一定期間の間一一時的な均衡を決

定しうる。全体はトポロジーによる形式化に依存する。この考え方はG・ドウブノレー、K､J・

アローによる形式化の延長上に位置する。この方法は諸空間の内容を豊富にしながら、現

在、通用している独占モデル、差別的競争のモデル(R・トリフイン）、「協調的」あるい

は好戦的寡占モデル、経済・金融グループのモデルを革新している。どの方法では、イエ

ラルシー的に配置された諸部分集合という概念が認められている。

この方法は次の二つの点から見て、ある意味でA.クルノーヘの回帰とも考えられる。第

一に、この方法は全ての経済活動において、選択の自由、力関係という構成要素を考慮に

いれる。第二に、この方法はクルノー自身の言葉を借りれば、完全競争下における諸価格

とは全く別の経路を通じて「全体を形成する」部分間の諸関係（構造化された諸部分集合
(*,0))というイメージを喚起する。一般的な諸システムが教えるところにしたがって、
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各部分、すなわち構造化された各々の部分集合はある次元を有し、諸関係の網の中である

位置を占め、作用。逆作用の生じる場を構築する。

イエラルシー的に階層化された諸部分によって形成された全体＝経済空間という概念は、

一般均衡理論に対して決定的な影響を及ぼす。

例えば、ある構造を有し特定の行動をする少数の巨大単位(A)と、同様にある構造を

有し特定の行動をする多数の小単位(a)が交換関係を結んでいるとしよう。そして、最

初に財の加工に携わる者から最終消費者に至るまで、Aとaとが垂直的梯型構造の中に配

置されているとしよう。Aはaに制約を課することが出来る。また、Aが共通に満足を得

るに留まったり、損失を恐れて寡占的闘争を止めることもある。この場合にaやあるいは

その一部が非常に不満足感を味わいえよう。構造の原理からして、寡占的銀行、金融グル

ープ、大企業の集団はある期間、小単位や個人に非対称的な行為を及ぼすことができる。

それは、需要・供給の集中化、ある場合には情報の内部流通、技術優越性を通じて行われ

る。国際関係の分野においては、対外貿易が高度に集中化していることから考えて、次の

ような挑発的な質問を投げ掛けることができる。「国際貿易とは大企業間での取り引きな

のか、＜国民＞間での取り引きなのか。」この場合、＜国民＞とは即ち、小単位と個人か

らなる総体を意味する。このく国民＞の行動は相対費用。相対価格に依存し、そして、開

放経済における全ての経済原理が依存する代替定理はそのようなく国民＞の行動によって

のみ正当化されるのである。

構造化された経済地域間の非対称的諸関係の例証は、他の場合においても多く見受けら

れる。そして、それらは一様的(uniforme)ではなく一般的な(generale)新しい相互依存関

係モデルに統合されるのである。（「一般」とは毒全体に関わるということを意味する。

「一様」とは同質的な経済空間のあらゆる場における、等しく可逆的な関係によって表さ
れる。）

これまで語ってきたことから、虚構としての均衡と観察可能な状況に関する二つの均衡

とを明らかに対比することができる。

虚構としての均衡は繰り返し言ってきたように、『観察可能な状態」では全くない。そ

れは「読解のための格子」であり、「目印付きの透かし絵」なのだ。それを通して、経済

活動を見るわけである。この「格子」、「透かし絵」を用いると、経済のミクロ的水準、

中間的水準、マクロ的水準において、あらゆる供給量と需要量が一致する価格（均衡点）

の存在、一意性、安定性、最適性に注意が向けられることになる。この場合、「格子の形

状、透かし絵の目印の選択によっては、経済生活のまさに本質である活動（経済主体の行
動）が隠されてしまわないか。」という疑問は全く解決されずに残る。経済主体は記憶と

計画を持ち、互いに異なり、当該期間においてどのような働きをするかに関しても不均等
なのである。

観察可能なものと構成されるもの、即ち次の両者間の根底、本質に関して対立は根本的
である。
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特定の数学が適切な定式化（例えば‐リヤプノフの安定性、ルネ○トムのカタストロフ
理論､組織に関わる連続的なケームのモデル）を行うことによって経済動態論の刷新を支
従って、静学を越えた把握を行うことにより~能動的諸単位の均衡化と、刷新された動

えている。

態における移動均衡I"HZequi'ibrium)の分析を．一つの分析的な枠組みの中で統合
するという展望が開かれる。

とである。

問題なのは社会形態それ自体である。不公平さが是正され人々に受け入れられるほど小

さくなるには、階層化された社会集団が社会的に地位を向上していくダイナミズムが必要

のだ。そのためには、まず調和がとれ契約を重んじる経済が前提となる。そのような経済

には、社会的に組織化された行為者達(acteurs)に対する十分な経済的情報及び経済的

訓練が必要だろう。

このような観点を採ることによってはじめて、次の二点が重要になる。一方では、商品

を生産する活動、強制的な課税徴収～連帯による移転の三つの流れをどう組み合わせるか

ということである。他方では、個々の下位社会集団に帰すべき余剰、損失を評価しながら、

真に集団的な経済計算を行うことである。

私の周りには、指針となった先駆者や研究の友として並びなき人々がいた。その人達に

負う大きな恩義に私は感謝の意を表し得ただろうか。手短な文章ではあったが、自分の選

んだ道が妥当であったことを少なくとも示すことができただろうか。

確信はできないものの、そうであることを願う。12頁に半世紀にわたる研究を要約する

ことは困難であるが、好意的に読んで頂いた読者に対してはもっとうまく説明できたので

はないかと内心任泥たる思いである。

少なくとも次のような証言をすることができたのではないだろうか。つまり、諸科学に
よって徐々に体系化され、確かめられ、精微化されてきた経済的知の総体、つまり科学的

意志に基づいた経済学の提起するものとそれから得られてきたものから考えて、経済学は

全生涯を賭するに足りるものだと言うことを。

’
■
■
Ⅱ
Ｏ
１
６
Ｐ
Ｉ
Ｉ
Ⅱ
■
■
Ⅱ
Ⅱ
０
１
１
１
Ⅱ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
・
’
１

’
篭､唾菫篭愚峨榔 こ張当化されない不公平さを減少させると且』ー｣f

考え方の廟脆.公正さ塗どんな場含碇も重視するという考え方よりも明らかに意味のある
視点が残っているのなら、重要なのは社会的に最適な不公平さが何であるかを研究するこ
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｢構造」概念に関する一考察フランソヮ°・ペルーの

竹内佐和子

はじめに

や

「遥かな国と貧しい国の対立は、今日その国の内部の社会階層間の敵対関係や分配をめぐる体制論議を目立た

ない位置に追いやってしまう。これがF.ペルーの30年来の信条である」(1)とダニエル・デュフール(Daniel

Dufourt)はF.ペルーの著作「独占と国家の対話、DialoguedesMonopolesetdesnations」の序文で記し

ている。

F.ペルーが「椛造」(2)という概念を用いて経済理論を再構成しようとした試みは、アンドレ・マルシャル

と共に既に1930年代から始まった。この試みは、社会的支配の現実を理論的に明らかにするための分析用具を主

流派の経済学は備えていないという認識から出発した。その後、この試象はフランスにおける構造主義思想の形

成とあいまって、理論的により豊な分析の視点をわれわれに提示してくれる。（3）

この試みは、第1に成長の条件ではなく発展の条件をさぐること、第2に構造変化をもたらしうる経済主体の

条件とその影響力を明らかにすること、第3に人的資源の開発の可能性の場を確保すること、という3つの目的
を軸にして展開された。

本稿では、まず「構造」概念の導入の必要性から入って、構造的な均衡状態の意味を問い、さらに大企業の決

定空間と国際経済の関わりをどうとらえるか、という順序でペルー理論の最近の展開を跡づけてゑたいと思う。

1．「構造」概念による成長・発展の意味の再検討

「構造」概念の経済分析への応用というテーマは、ペルーのいくつかの著作の中で展開されている。中でも、

先進国経済の分析と資本主義の発展に焦点を合わせた「新しい発展の哲学に向けて、PourunePhilosohie
duNouveauDeveloppement・1981｣(5)、さらに数学を基礎にして構造分析の精微化を目指した「活動単位と
新しい数学、Unit6sActivesetMath6matiquesNouvelles､1975」等は特筆すべきものであろう。
以下、これらの著作に基づいてF・ペルーにおける構造概念の発展の経緯を考察してみたい。

1）成長概念の再構築

主流派経済学は、経済成長を国民総生産によって表された国民経済の規模の増大で表し、また経済成長は一国
全体の物資的満足を表わす大きさであると考える。そのため経済政策の目標が成長率に還元されることになりが
ちである(7)。この様な成長概念の構築方法に対してペルーは次の様な批判点を提示する。

第1に、測定手段が不適切であること、第2に、成長モデルの構築が非現実的であること、第3、に従来の成

長概念に基づく政策が不合理であることの3点である(8)。これらの点については、まず成長は均整のとれたも

のではなく、ある国の内部で等しく分布しているわけではないこと、また市場価格による国民総生産の評価は財

の社会的必要性を正しく反映していないことを指摘する。つまり、先進国では寡占市場が支配的であり、市場価

格は財の生産コストとは直結していないし、他方発展途上国ではインフォーマルセクターが存在したり、貨幣経

済の局地化などにより、価格制度は意味をなしていない。さらに、世界企業の海外での活動、成長の代価とし

ての自然資源の破壊、途上国における人的資源の未開発部分を評価対象にどのように組み入れるかといった問

題も残されている。

以上を総合すると、成長の指標を再構築する必要性が明確となる。この再構築の作業は、「あらゆる成長は構
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に、社会的異質性や組織されたグループ間の衝突を考慮に入れることができない。ペルーのいう経済政策は調和

ある発展（調和のとれたではない）を実現するために、市場を誘導し、弾力的計画、指導枠、‘淵停などによって
市場のケームのルールを意識的に調整していくことを指す。したがって国家の活動はきわめて効果的であると判
断する。しかしそれは国家が企業に勝るコントロールカを持っているという,意味ではなく、坐本的には国家と企
業の組織的連合体から生じるパワーに焦点を合わせているのである(l訓。このパワーは国内ばかりでなく、海
外に波及していくときにより明確な形をとる。

3．「構造化」過程の国際的局面

1）巨大企業の管理空間の対外的拡張

以上の流れに沿って、国際経済への総括的均衡の応用にまで論を進めてみよう。この部分の櫛成は主にペルー
が3年前に書いた日本の大企業と国際貿易に関する討論用メモ(Lagrandefirme,sacroissanceetses
co9sequence&!nt6rieure&etext6rieures)に依拠している。
大企業は内部的にも外部的にもきわめて複合的な組織体であり、内部的支配力と外部的支配力をもっている。
内部的には情報の上下の流れから生じる階層性に基づく支配力が形成され、外部的には、例えば、生産の地理的
集中や海外移転などにより、環境変化に対応できる能力と環境を変える能力とが形成される。これらの力は「職
造化する力、あるいは構造を破壊する力、WWstructurant｡udestrufh"」として発揮される。
この場合、大企業が望む構造化は、国民や政府が望む構造化とは必ずしも一致しない。この不一致から生じる
緊張関係を経て形成される両者の協力関係をペルーは国家的レベルの外部性(L'externa,it6nationale)
と呼んでいる。そしてこの関係を国際貿易に適用することは従来の貿易理論からの離脱を意味する。
この分析の延長線上で世界貿易を見て承ると、世界経済は組織化された巨大な経済単位によって作られる空間
から構成されているように思われる。この局面では政治的境界内に限定された国家空間は相対的意味しか持って
いない。特に日本の企業の生産空間、投資空間、情報空間は、国家空間とはきわめて異なっている。世界的規棋
での貿易の相互依存性は、単に商品やサービスの貿易の結果ではなく、経済織造や広義の国民経済のメカニズム
（例、公的部門と民間部門の結び付き）の結合によって形成されつつある。より突っ込んだ言い方をすれば、国
際貿易は活動単位（巨大企業や企業グループ）間の取引から成っているともいえる。その意味では国境に基づく
貿易の地理的シュアは第2次的意味しかもっていない。しかしここでは国家の意向と企業の活動の方向性とが錯綜する。

さらに次の段階では活動単位の拡大は、他の活動単位とのあつれきという形をとる。そして、拡張過程は技術
水準が相対的に劣る、ないしは発展水準が相対的に低い圏域に向かう傾向がある。その結果、活動単位は経済空
間あるいは領土的空間で非対称的な作用を及ぼし、商品、投資、情報の流れにより、誘引効果を引き起こす。こ
の関連の研究は発展の極の研究として周知のところであるが、この概念はペルーの言わんとする総括的均衡の応
用であることはあまり理解されていない。この研究の要点は、大規模民間経済単位の組織、あるいは強大なグ
ループが商品、投資、情報の流れを規制することは他国の構造支配につながる点にある。南北関係も世界の発展
圏(zoneded6veloppement)の動向に依存し、この結果生まれる「秩序」は経済単位、特に巨大企業間の効果的で、効率的な競争に依存するだろう。

終わりに

以上、F.ペルーが提起した構造概念を用いて、現代経済の新しい分析方法についての紹介を行ってきたが、
この分析視角を用いて現応用数学経済研究所所長のジェラード．デスタン．ベルニス(GerardD6stannede
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Bernes)は20世紀後半の危機の説明を行っている。ベルニスはペルーが資本主義の歴史的分析に基づく一般

理論を提示しようとしたとの認識に立って、「独占と国家の対話」のあとがきで、次のようにペルー理論を再構

成している。

第1に、ペルーの基本概念は動態的である。活動単位は構造に影響を及ぼし、異なる支配力から生じる牽引

効果を及ぼす。

第2に、櫛造は2瞳の歴史的意味をもっている。比較的安定した不変量により構成される構造は、歴史の産物

であり、また古い擶造を一定の周期で変える諸力の連続的相互作用の産物でもある。それらの力は古い構造を破

壊するのではなく、それを再構成しながら(restructurant)、新しい世界に結合させることによって構造を

変形する。また新しい世界の中では古い椎造にも新しい役割が与えられる。

第3に、ペルーの分析は諸なの構造が「構造化」した国家の分析にあてはまる。国民生産システムの経済空

間は政治的境界によって限定されるものではない。国内では生産システムの強化を目指して生産設備の蓄積が行

われる。大規模経済単位は中小規模の経済単位間の競争の効力を減じ、自らの膨張を図る。しかし資本所有者の

利潤率拡大は勤労者の利続と衝突し、生産装置の拡大の諸条件は維持されなくなる。その結果活動単位は遅かれ

早かれ生産過程を断絶せざるをえないであろう。これが危機である。この危機の間のシステムの延命はこれらの

矛盾のいずれかを解決することによって保障されるであろう。調整(r6gulatlon)はあるところまでしか有効で

ない。システムの変形は断絶が生じる臨界点に達する。このシステムの不安定性が資本主義の理解に必要であ

る。「発展の期間」は決して「均衡の期間」ではなく、構造的不安定の臨界点によって境界を定められる。した

がって、資本主義の歴史はシステムの深刻な危機によって特徴づけられると同時に、構造的断絶によって時間的

に区切られた「発展の期間」の連続として理解される。そして、1960年代後半からの危機は以上のように特徴づ

けられる危磯の一つである。

最後に独占と国家の対話に基づく分析は、将来に対して、2者択一的なシナリオを提示する。第1は、

資本主義的なタイプのシナリオで、これには新世界経済秩序の枠内で多国籍生産システムを構造化する多国籍民

間活動単位の支配力と国家権力の連結する場合である。第2のシナリオは、低開発国と先進国共に自立的発展
モデルを採用し、それに基づく、新国際経済秩序を構築することを前提とする。

これらの豊かな史的方法の全貌をF.ペルーの思想は明らかにしている。

(注）

(1)Fran90isPerroux "DialoguedesMonopolesetdesNations'',PressesUniversitairede

Grenoble,1982.p.24.

（2）構造概念の導入はF.ペルー・アンドレ・マルシヤルを中心として1930年代から進められた。F.ペルーの

定義は「構造とは時間と空間を限定された経済的全体を特徴づける諸比率と諸関係である。」F.Perroux

"pourunapprofondissementdelanotiondestructure",MelangesWitmeur,1939.p272.

"Structuralism,M6delesEconomiques,StructuresEconomique",EconomieAppliqu6e,(3)F・Perroux

Tome24.n.3,1971.この中でペルーはジヤン・ピアジエの構造概念から「変換、自動調整、全体性」

という軸を導入する。

（4）人的資源に対する関心を経済発展の面から論じたものに、F.Perroux"L'EconomiedelaRessource

Humaine",MondesenO6veloppement,1974がある。

(5)F.perrbux"PourunePhilosohiedunouveaud6veloppment'',Aubier,lesPressesdeL'UNESCO.1981.
ノ ノ

I!UnitesAcitvesetMathematiquesNouvelles",Dunod,1975.(6)F.Perroux
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"Lacroissance,ledeveloppement,lesProgrbs,(7)成長、発展、進歩について論じたF.Perroux

leProgr&s"･,Larrousse,Vol.6.1970.に問題点が整理されている。
"PourunePhilosophieduNouveauD6veloppement",p.43-49.(8)F.Perroux

"PourunePhilosophieduNouveauD4veloppement",同箇所．(9)F・Perroux

"Lacroissance,led6veloppement,lesProgrbs,leProgrbs"前掲書参照。(10F.Perroux

"PourunePhilosophieduNouveauD6veloppement"．p55-57.(11)F･Perroux

"L=bnit6｡｡ctiveo.uXXbme.iecle&ot!e."ouvelleooath6｡atisationodo(13F・Perroux

l'6quilibreg6n6ral",Economi@Appliqu6e,"4L19=:
(13エネルギー概念及びエントロピー概念による経済体系の説明については、F.Perroux"Lar6novation
ag.15th66FigdeL'6quilibre6conomiqueg6n6ral~E9uijibr.tioP"Wct"､.issipatives｡〃ダ ダ

55tropie",Id6eder6gulationdan$!eoSciences,Recherche､!nterdisciplinaires,Malaine,
Paris,1977.参照。

"Le,unit6,｡ctiveoouXX&me.i&cle$et!e$｡ouvelle$｡ath6matisationodo(14F・Perroux

l'6quilibreg6n6ral",前掲書参照。
(,，「大規模民間単位と公共組織から発する支配効果は、歴史を理解するための強力な道具であり、今日で
，逼丙売場の構造化された規模と､国際取引の量と貢f,閏亀生壁j言睦嘩に基づく多剛企業の
開化、超大国による調達市場と流通市場の分析のための強力な道具である」前掲書。

&Ia~"defirme,&acr~iceetsesc｡nsbquencesmt6rieuresetext6rieures,,(10F・Perroux ℃

仏・技術輸入関数と対仏・対米輸入関数と経済政策’

LesFonctionsd'importationentecmologiedelaFranceetFonctionsd'importation

japonaisesdelaFranceetdesE.U.A.etlespolitiqueseconomiques,

’

諏 訪 貞 夫

（早稲田大学）

’ ●

パリにおいて、1987年6月2日、フランソワ・ペルウ教授が逝去せられた。83才と云う御高齢とは云え深い

悲しみに襲われている時、日仏経済学会より、ペルウ教授に対する追悼論文を執筆するように依頼され何として

も論文を書かなければと云う気持から本稿を記す次第である。思えば、26年以前ソルポンヌの教授のセミナー

に出席して以来、教授の経済思想、経済理論、経済モデルから深い教えを受け続けて来た経済学研究者として、

現在の自分の中心的課題を原稿として教授に捧げるのがベストであると考え筆を執る次第である。

本稿は、先ず研究開発(R－D)資本、及び技術輸入を含んだ技術資本と、産出量と一人当り生産性との実証

分析（1）を出来るだけ詳細に吟味検討する。しかして、この分析が西欧と日本に関しては、統計データの不足

と云う重要な問題を包含していることを示す（2）。従って、この分析をより一層推し進めるためには、若干の

時日の経過が必要と思われる。そこで、この技術輸入の定式化と計測と云い主題を一応迂回して、私のこれまで

行って来た、対米・対仏輸入関数の各種の定式化と計測結果（3）、及び、このモデルで最も重要な役割を演じ

ていると考えられる、変動相場制の期間の、円・ドルレート、円・フランレート、フラン・ドルレートその

他を視覚化して提示し《4)、現在の私の経済学研究の一端を明示し、学恩の極めて深かった、亡き、フランソ

ヮ・ペルウ教授に捧げる次第である。
′

注(1)LucSoeteetPariPatel,Recherche-developpementimportationsdetechnologieet
ダ

croissanceeconomique,Unetentativedecomparaisoninternationale,Revuebconomique,

No5,septembrel985,pp.,975-1000.

(2)L・SoeteetPariPatel,op･cit.,pp､975-982

（3）早大政経雑誌、早大社会科学討究、WasedaEconomicPapers所載拙稿参照

（4）日本能率協会総合研究所「統計分析システムV3.1｣MS/mS62.5.14.O.@.@

’
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〈あとがきに代えて＞

・ペルーの日本経済に対する関心は実に深く、私が1984年に数理応用経済研究所に行ったときには大変歓迎
してくださった。ペルー自身は日本の大企業の研究をしたという意向を強くもっていたので、「日本の大企業と
貿易」というテーマで私の研究指導をして下さった。ペルーは独占理論の系譜を丁寧に講義し、それに対して私
が資料に基づいて意見を述べるという形で研究が進められ、一年間の研究生活は私にとってはかけがえのない勉
強の機会となった。ペルーの私へのメッセージの一つに「大経済学者になるには、新しい理論を構築しようとす
るのではなく、まず既存の理論を繰り返し研究しなさい」という言葉があり、いまでも心に残っている。
研究指導の厳しさとは裏腹に、研究を離れると大変やさしいおじいちゃまぶりを発揮し、レストランで食事を

とったり、寒い研究室で買ってきたサンドイッチを食べたりしたことがとてもなつかしく思い出される。しか
し、あの時も実はしのびよる病気の悪化と孤独感と日々闘っておられたようである。
フランス滞在中、トヨタ財団の専務理事を務めておられた林雄二郎先生が訪ねてきてくださり、御自分の経験

談などしてくださったことが、かけがえのない励ましとなった。林先生には物心両面で御世話になり感謝の気持
ちで一杯である。

さらに滞在中は林先生の古くからの友人のゴーダン厚子さんは生活上のことでいろいろアドベイスをしてくだ
さった。この紙面を借りて深く．感謝の意を表したい。最後に日本大学の堀川士良教授はほぼ10年間にわたって
F.ペルーの研究の道筋を開いて下さった｡今後もペルー研究に心を尽くしたい旨を記して感謝の辞としたい。
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R－D支出の概念は、投資のフロウの概念に対応している（1）。生産乃至生産性に影響を与えるのは、これら

の投資の蓄積されたストックである。斯くして、分析がR－Dだけに限定づけられる時には、R－D資本の測

定尺度を構成することが通常である。すなわち、

Tt=ZwiR－Dt-i

ここで、R－D資本ストックT、過去のR－D投資の関数、でありwiは仮定されたラッグの構造と、使用さ

れた原価俄却の図式とを反映するウエイトである。

それ故、相当長い期間にわたってのR－D支出年別データが利用可能であることが、R－D資本ストックを

推定する為の必要条件なのである（2）。

ラツグの構造の選択に関しては、4年の期間の単純分布を択んでいるが、式によれば、以下の様に示し得る。
0．20R-D+0．30R-D+O．30R-D+O．20R-D

これ以前の研究（3)は、一般に、ラツグの正確な構造がR－D資本ストックの測定値の変遷や、研究の計澄

経済学的結果に対して殆ど影響を与えない事を示している。これについては、本研究も同様であり、英国のケー

スについてシヨット(Schott(4')によって用いられたラツグ構造のような、前の研究により用いられたラツ

’

1

､1

11
．．1

11
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れなければならないのである。

グ構造と違ったラッグ構造によってR－D資本を測定することによって得られた研究結果は、吾左がここで示した結果と実際には同一である。原価償却率については、75％の償却率を仮定したが、各国について妥当な率と考えられる。それ故、R－D資本ストック、Ttの計算に用いられた定式は、最終的には以下の様になる。すなわ
ち、

Tt=(1－0.15)T+Inu､R-D)t

一一=－－薑＝一一薑雲…～、=輔、、ﾐ鮴人
てこ乏垂こ～

、

計量分析の結果

理想的に云うならば、吾との分析の枠狙の中において、これまで説明し展開して来た技術ストックとR－Dス
トックの相異なる概念を使用することによって、1956-1982年の期間の異った生産関数、例えばコブ・ダグラ
ス・タイプを検証することである(10)。処が、不幸にも、物理的資本ストックのデータが日本については1965
年から、そして、ドイツについては1960年からだけしか利用可能ではないのである（’1)。吾々の眞の目的は、
特に、R－Dストックに対する生産量の弾力性、R－Dストックに対する生産性の弾力性の推定値の系列を得るこ
とであるので、この段階においてば、思い切った単純化を導入して、物理的資本の成長率は実際には一定不変で
あると仮定することがよいように思われる。この様な仮説は、分析対称となっている大部分の国において庭、物
理的資本ストックのかなり規則的な発展と非常に大きく一致していると云う事を注意すべきである。事実、物理
的資本ストックの利用可能な推定値を「時間」変数に対して回帰させる場合極めてよい「あてあめ」の結果が得
られている。

勿論、これらの推定値は、生産能力の稼働率の変化によって修正されなければならない。しかしながら、不幸
にも、この点に関するデータはより一層利用可能性が少ないのである。それ故、物理的資本ストック変数は、単
純に時間傾向値によって置き換えられている。又、雇用変数に関しては、「労働時間数」の変数が使用せられて

’
蚤典憾この燕f適胤Lて諭算ヤも鮎､l9僻のR－0蛾に7を職算することによって計算し仁剛直のR~o
資本ストックから出発する。

この計数は、15％の原価償却率と極めて急速な前の期間の成長に対応するものである。

11

表1._R-D資本ストックの年平均成長率

いる。

R-D資本ストック(Aの部）と同様に、技術的資本ストック(Bの部）を用いた回帰分析の結果が、表3に示さ
れている。推定結果は満足のゆくものであるが、一階の自己相関係数(e)、は総てのケースにおいて有意で

""W"r;6~Faisemb!aqcg9WWWW":I"推定値は自己相関によって修正されなければならない。ビイチとマキノンの最大尤度法（LaproceduredumaximumdevraisemblancedeBeachetMackinnon(’2)）が、これを行うのに用いられた。
定数項が一般に非常に大きいが、これは、物理的資本ストックを単純な時間傾向値によって置き換えている事を
或る意味で表している。

’ 表3．生産方程式に対する回帰の結果（米、日本、仏、独、英）（括孤内はt値
残差の標

準偏値
R－D

ストツク
ー

0．078
（1.75）

PND.WR2
時 間一一｣一一

,難撫:鞠蝋急苓薑濫縦'鹸毫職蒜鰯皐冨菫菫鯵鍾:＃よって、初期ストックに関するこの仮説によって実際には影響をうけていない。第1表は、利用可能なデータ(6)によって計算した期間に対応するITD｡,"",R－D資本ストックの年平均成摸熊"誤…､為｡"･し眺噌､溌繊し諭したR-‘恥‘,,‘堀内技術資本系i､"'ぬ鰄瀞賛聡建:息蝋墓:逹蝿蝋鞠萌測鱗雪”郷
薑鶏雇瀞鵜議対しては、既述の注意に従ってこのラッグの購造は特別のものは導入していない(7)。斯して、龍'蓼の'wI'・繊職戦鵡巖鰯鞠毒鞠票,急:職梛‘_,資本‘猿綱蔽露驚?鬘壼辮:悪:澱:鶏蓬甦震鰯阜蹴蝋鰄奎諺璽紳'蹴鞠鐵麹康:聯二;輸篭職:撰篭:鐺i室毒篝麓蕊欺撫鰄墓舅葺霞;認されていない。それ故､投術資本ストックのこれらの柳,定佑愛.‘,－ ‐が慧私も〃

労働時間
■一一一一一一一一

1．16

（13.08）

AR-D資本
ストツク

定数項
0.0190．56

(3．35）
271．559950．020

(7.48）
－

0．038
(2.53）

－41．91
(8．51）

米

0．56

(3.31）
().046271..6198

日本

’ 0．0160．74

(5．52）
271.8099

仏

0．78

(5.93）
0.017271．64995

独

0．63

(4．08）
0．021271．51995

英国

B技術資本
ストツク 0．019Ob55

(3.35）
271.55980．078

(1．74）米

0．0430．55

(3.22）
271．629950．301

(2.99）日本

0.0170．75

(5．66）
271．800．135

(2.87）
995

ソ

0.0170．78

(5.66）
271..640．276

(2.74）
995

｜
0．0210．62

(4.01）
270．043

(0.86）
995 1．51
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る。これらの推定は、表4に提示せられているが、これは、表3の生産に対する推定の表示と比較出来る,よ．うな

表示に従っている。この表4の生産性の計測においても又、その推定は自己相関によって修正せられている。

表3と表4の推定結果は、実際には全く一致していて、これは、その事が期待出来るように、労働時間係数が生

産の観点から定式化においてlとは有意に相違していないと云う範囲で一致しているのである。

フランスのケースは唯一の例外で、R－D資本ストック（又は技術資本ストック）の弾力性(r)、表3の

生産についてよりも、表4の生産性に関しての方が明白により小さいのである。

かなり奇妙にそして、他の4ケ国とは反対に、労働時間変数の係数は、フランスにつては、lよりかなり有意

に小さいのである。

表4．生産性方程式に対する回帰の結果（米、日本、仏、独、英）（括弧内はt値）

|PI残差の標

確偏値ｽWｸ’
AR-D資本
ストツク

R2時間 D.W. N定 数 項

0.53

(3.08)

0.02010．020

(7.35）
0．102

(2.41）
0．97 1.61 27-40.75

(8．33）
米

0.04480．99 1．58 27 0．54
(2．98）

0．033
(2．46）

0．330

(2.46）
－68．69

(25.78）
日 本

0.01830．990．042

(10.01）
0．058

(2．22）
1.87 27 0.64

(3．98）
－84．69

(10.38）
仏

0.01730．99 0.79

(6．28）
0．022

(2.38）
0．274

(3．22）
1．67 27-46.61

(2.66）

国

独

英 0.02100．058

(1．70）
0．98 1．54 27 0.64

(4．25）
0．031

(10.9）
-61.68
(11．7）

結論

斯く、国内のR－D支出の累積ストックの単位で確認された技術知識と、技術的資本ストックの単位で確認

された技術知識、（外国技術の輸入に充当された支払額を又含む）とが、生産量と生産性に影響を与える方法

は、国が異なるにつれて、実際的に異っている。正確に云うならば、日本と西独のケースにおいては、技術資本

に対する生産の弾力性も、生産性の弾力性も、仏と米国におけるよりもその数値は明白により大きく、その数値

は英国のケースにおいては非常に小さい。

最近10年間の生産性の成長率の鈍化についての議論に関しては、この計測結果は、生産性の成長(P)の鈍

化に対する、技術資本ストックの成長(7T)の鈍化による貢献分を計算することを特に可能としている。こ

のような計算は、1973年前後の期間を比較している表5に示されている。生産性の鈍化に対する技術資本の成

長の鈍化の貢献は、アメリカ（’5）と英国のケースでは小さく、それとは反対に、西独、日本、仏のケースでは、

この貢献分は非常に大きいことを示している。

後者の3ケ国については、50年代と60年代において、決定的な重要性を有った「技術の追い付き」(de

《rattrapagetechnologique>d'importancecruciale)のプロセスが、70年代の間に多少とも達成され、

米国との間の技術的乖離の急速な解消をもたらしたと云う事を、この計測結果は示している。

’
B技術資本
スト ツク

米 0．02010．020

(7.27）
0．103

(2.41）
0．97 0．53

(3．08）
－40．63

(8.21）
1.61 27

■

0.04390．99 0.51

(2．94）
－74．39
(3．22）

0．036

(2.97）
0．338

(4．21）
1.61 27本

仏

日

0.01850．99 1．86 27 0.66

(4．22）
－85．39

(9.85）
0．043

(9．46）
0．059

(1．99）

0.01720．99 27 0.79

(6．13）
0．022
(2.36）

0．300

(3．29）
1．66-46.14

(2.66）
独

0.02100.02100．98 ３
〕

６
５

．
１

０
。４く

－61．01
(11.40）

0．031

(10.63）
0．064

(1.80）
1．54 27英国

ー

しかしながら、R－D資本ストックの弾力性と技術資本ストックの弾力性に関して、多くの興味ある点が特

に指摘せられる。

第一には、推定値は相異なる国において有意に異なっていて、日本と西独のケースでは非常に大きな有意な弾

力性（0．25－0．30）、英国のケースにおいては、小さな有意でない弾力性、仏のケースでは、得られた弾力性

の数値は、大きく有意であるが（0.10-0.15）、西独と日本の弾力性の数値に比較して、明確により小さい。

第二には、米国に対して推定された弾力性は（0．08）、他の研究者（1s)によって得られた弾力性と実際的に

は同一である（0．06（’4））。それ故、相異なる国の計測結果は、その大きさが殆ど正確に推定せられている現

実の差異をよく反映していると考えうる。

第三には、R－D資本ストック変数と、技術資本変数によって得られた実際的に同一の結果は、日本と西独

のケースにおいて得られたより高い弾力性は、外国技術の輸入へのより強い依存関係と結びついてし、るものでは

なしに、この結果はR－Dについて特別なものなのである。この様な観察は、日・独における「技術的追い付

き」のプロセスの重要性の論議と必ずしも反対の事を示すのではない。経常収益残高の「特許権や免許」と云う

項目の下には、再びとりあげられない、他の形態の下の技術の模擬や普及の様なより応用的でより生産的な

R－Dと結び付いたその他の要因が、経済成長にとって決定的重要性を有つものとして依然として考えられて

いる。

物理的資本ストック変数よりもむしろ時間変数の利用が、労働生産性方程式の捻証からなる追加的単純化をも

たらずが、それは次の形によっている。

Rt=A・Ttrexp(スt)

ここで、Rtは時間の経過の中における一時間当たり生産性、TtはR－D資本と技術資本のストック。

既述の生産方程式に比較して、この単純化は労働時間変数の係数が1に等しいと云う条件を課すことにな

表5．生産性の成長率の鈍化に対する(P)技術資本ストックの鈍化(T)の貢献

（1973-1982年の期間と1963-1973年の期間との比較）

0

P

73－82

P

63－73

3．0

T
63－73

国 T

73－82

P T Tγ

1．5 6．5 20米 1．6 1．5 4．9

5．7 18．8 8.9 504．8 9．9唾
一
顕
一
率

日

｜
仏
一
独
一
英
一

4．4 18．7 6．3 1001．5 12．4仏

4．0 5012．4 6．7 1．5 5．7独

2.317.311.312.316．0 1(〕英 4．6

しかし、以下の様な問題が未解決のまま残されていることを指摘（’6）しなければならない。すなわち、生産性

の変動と発展は、新生産物又は、改善された生産物が非常に多く存在する高度技術の集約的産業の実際の生産性

の計測の困難性のみしか有たず、且つ、生産可能性の現実の増加、又は、技術的可能性フロンテイヤーの異同等

とは、殆んど関係を有ち得ないと云う事実に関連するものである。R－D支出は、その生産性の改善の観点か

らの計測が困難で、且つ不完全なところの、新生産物の概念や、その生産、旧生産物の改善、あらゆる種類の革

新等に、全く特別に向けらえているのである（’7)。
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る（2）。又、技術の国際的波及の役割と、外国技術の輸入の経済成長に対する貢献についても同様のデータの
｜

であり、その価格効果と所得効果を中心として、絶対的季節ダミーD,、D2，D3構造変化を示す時間傾向値
(eBo手B,t+B2t2)ｶバー率(-fr)､稼働率(U)、原材料在庫率(S)を導入して計測した結果である。

崎、

それ故、経済におけるR－D支出の研究領域は依然として極めて宏大であり、その上、経済成長との間の相
互作用に関する多くの問題は尚殆んど研究せられていない。アメリカのケースにおけるR－D支出についての多
くの数量分析は、多分余りに速く一般化の傾向をもつ若干の要因を吾々に教えている。吾々の研究結果は、この
米国についての分析を、日本とヨーロッパに拡大することは、時間だけの問題であることを確認しているのであ
る（’8〕 ◎

注(1)LucSoeteetPariPatel,Recherche-d6veloppementimportationsdetechnologieetcrOissance

6conomique,Unetentativedecomparaisoninternationale,Revue6conomique,No5,septembre'
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Griliches,Chicago,UniversityPressofChicago,1984.
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対米輸入固定相場制
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以上の、R－D資本ストックと技術的資本ストック（外国よりの特許権、技術使用権の輸入を含む）分"i
は、経済分析と数量分析の観点からみて極めて意義深いものがあるのであるが、その最大の難点は、この分析目
的に対して信頼し得る統計データが得ることが困難である点が存在している事である。例えば、既述の研究雁張
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対 仏 輸 入 固 定 相 場 制
4．

これらの、対米対仏輸入関数で、その回帰係数が総て有意で、符号条件を満し、自由度権調整済決定係数が

大きく、誤差項の系列相関がないとする数堂分析として一応満足のゆく（1）モデルは、以下の様に推定せられ

た。これらの数量分析としての解釈《2)は、紙数の関係もあり、又、計測結果そのものが充分に示すところで

あるので、その結果のみを示し、この計測で、最も大きな問題となっている円・ドルレート、円・フランレー

ト、フラン．ドルレートを1970年を1．00として示した指数として、視覚化した図1とその他を示すであろ
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L・SoeteetPariPatel,op・cit.,pp.,986-1000.

InternationalFinancialStatistics,January,1952-June,1987．日本銀行調査統計局「経済統計月
報」昭和28-62年4月．

この計測結果はWesedaEconomicPapersNo26,1987．所載の拙稿一部とすべきものであるが頁数の
関係で本稿に含める。

注(6)で示した計測はD,.D2.D3.が絶対的季節ダミーを用いており、モデルで示した長期対米対仏輸入
関数のD,.D2.D3･は相対的季節ダミーを用いている。
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長期対米輸入関数（固定相場制19561-1971H)
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刈屋武昭監修日本銀行調査統計局編「計量経済分析の基礎と応用」東洋経済新報社昭和60年4月

早大社会科学研究所「社会科学討究」昭和62年9月所峨拙稿参照

日本能率協会総合研究所「統計分析システムV3．l｣MS/DOS62.5.14.O.@.O.「重回帰分析システム

注(1)刈屋武昭監修日本銀行調査統計局編「計量経済分析の基礎と応用」東洋経済＃

（2）早大社会科学研究所「社会科学討究」昭和62年9月所峨拙稿参照

（3）日本能率協会総合研究所「統計分析システムV3．l｣MS/DOS62.5.14.O.@

V2．l｣MS/DOS62.5.14．「重回帰分析システムV2.0｣60.3.27.

（4）短期モデルと対米・対仏輸出関数の計測は早大「社会科学討究」1987年第1号

WasedaEconomicPapersNo26,1987参照
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1986－88年の学会活動
（付1986年度会計報告）

1986－87年度(1986年4月-1988年3月）に、日仏経済学会は次のような研究会、講演会等を
開催した。

1986年度秋季総会（於日仏会館会議室）

11月22日（土）1時30分－2時

同研究会（同上）2時－4時

「アフリカ飢餓．その後一食料生産と自立化の問題」森本栄二（明示学院大学）
「F.ペルーの経済思想における構造化(structuration)概念をめぐって」

・竹内佐和子（日本総合研究所）

1987年度秋季総会（於京大会館）
11月21日（土）1時30分－2時
同研究会（同上）2時－4時

「社会民主主義の経済政策一スエーデンとフランスー」長岡延孝（京大大学院）
「フランス革命と貨幣」

阪上孝（京大人文研究所）

1986-87年度来日学者講演会（於日仏会館）
1986年6月26日（火）午後6時

「西欧における地場産業」
J=P･ウーセル（リヨン第2大学教授）1987年4月3日（金）午後6時

「ﾌﾗ罫に淵蕪職!M'｡,-"(‐,高等商科学院教授）
1987年7月10日（金）午後6時

「西欧における先端技術の諸問題」P・コエンデ（ストラスプール第1大学教授）
1987年9月17日（木）午後6時

「現代フランス社会風景の変貌」E・マランポー（国立統計経済研究所所長）
1988年1月26日（火）

「科学革命から文化革命へ一啓蒙時代における政治経済学の教育をめぐって」

J・エシュト（国立人口問題研究所主任研究員）

また、1988年3月13日～4月3日の期間に、日仏会館の学術使節として、西川潤（早稲田大学
教授）をフランスに派遣した。西川はパリ第1大学のアジア太平洋教育研究センター(Centre

d'EnseignementetdeRecherchesurlesEconomiesdelaR6gionAsie-Pacifique)で
同学部・研究所の教官・研究員、troisiemecycleの学生を対象に次の3回の講演を行なった。
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3月17日（木）午後5時

「日本経済の選択一グローバリズムか、地域主義か」(LeschoixduJapond'aujour

d,hui-leglobalismeouleregionalisme？）

3月22日（火）午後5時

「日本多国籍企業のアジア太平洋投資」(Lesmultinationalesjaponaisesenla
r&gionAssie-Pacifique)

3月24日（木）午後5時

「日本、新興工業国、中国-2000年にむかっての経済関係」(LaJapon,lesNouveaux
′

PayslndustrialisesetlaChine-relationsbconomiquesversl'all2000)

1986年度日仏経済学会会計報告

（1985年4月1日～1986年3月31日）

《経常会計》

（収

前期繰り越し

会 費

寄付

日仏会館

ｊ
８
２
２
５

入
２
１

（支

合費

・通信費

出）

7024．4

5 7 9 8 0通

会
交

０
０
０
０

25

00

00

00

５
０
０
０

事務費 11230

この他にオルレアン市でも次の講演を行なった。

3月23日（水）午後7時於オルレアン市議会

「日本の内需拡大策と日仏地方経済の交流」(Del'elargissementdelademande

int6rieureduJaponetl'echangeeconomiqueentrelaFranceetleJapon)

小計

次期繰り越し

139454

331190利 息 389

470644 470644

《事業会計》

（収

前期繰り越し

寄 付

利息

この訪仏ではまた、社会科学高等研究院現代日本研究センター及び国際平和・軍事研究セン

ター、数理応用経済研究所、経済計画庁の国際予測研究情報センター、協同組合大学、フランス防

衛経済学会、経済思想シヤルル・ジード学会、経済社会情報研究所などを訪ね、学術交流と研究連
絡を行なった。

なお、本学会では、1988年10月8－11日に東京早稲田大学で、第3回日仏経済学会議を開催す

る。これは、日仏会館開催の第5回日仏シンポジュウムの一環としてもたれるもである。第1回

日仏経済学会議は1976年に東京で、経済計画を主題として開かれ、第2回会議は1985年クレルモ

ンフエランで、経済協力を主題として行なわれた。今回は、民間海外投資の比較検討を主題とす

（支

Bulletin

次期繰り越し

出）

157050

335958

入）

16

32

６
０
６

67

00

33

７
０
１ 493008

493008

《預貯金資産》

る。プログラムは別途のとおりであるので、会員各位のご参加を期待したい。 普
郵

通貯金

便貯金

98090
■

2 3 3 0 7 0(事務局）

3 3 5 9 5 8

定期預金 3 3 5 9 5 8
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